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サンドイッチトリック

"2 枚のカードの間に選ばれたカードが現れる " という、 ただそれだけの現象のためにこれだ

けの手法、 手順、 演出があることを再認識して、 この特集をまとめながら私は何度も驚きま

した。 そこにはマジシャンの執念が感じられます。

考えようによっては、 こんなに多くの作品を学ぶ必要はありません。 とくにパフォーマーであ

るなら、 自分のスタイルに合った作品だけおぼえれば十分です。 しかしながら、 それらの作

品を読破することによって、 カードマジックの中にクリエーターたちが込めてきた、 新しい不

思議さを生み出そうというエネルギーを感じることができます。 パフォーマーであろうと、 クリ

エーターであろうと、 その熱意を自分の中に取り込んで栄養とすれば、 自分のエネルギー

になって役に立つ日が必ずやってくると思います。

2 枚の表向きのカードの間に選ばれたカードをはさむ手法として、 今日の多くのサンドイッチ

トリックで使われているのが、 エドワード ・ マルローが、 "New Tops" の 1968 年 5 月号に書

いた方法です。

表向きの 2 枚をビドルポジションに持ち、 デックのトップカードの下にブレークを保持しています。

右手の 2 枚をトップにのせて、 ブレーク上の 1 枚を下にスチールしながら、 上の表向きのカードを

デックの上に引いて取ります。 その上に右手のカードを重ねて、 それら 3 枚を取ります。

ロベルト・ジョッビはこのやり方を、" カードカレッジ第 4 巻 " において、' マルローのサンドイッ

チローディングテクニック ' と呼んでいます。 当書では頻繁にそのやり方が登場します。 同じ

ような説明を何度も読むのが少しつらいかもしれません。 しかしながら、 トリックによって微妙

に違いがあることもありますので、 それぞれの作品の中でほとんど同じことを書きますので、

そのことを了承しておいてください。

また、サンドイッチで中身をはさむ方のカードのことを、ロベルト・ジョッビは ' サンドイッチカー

ド ' と呼んでいますので、 私もそのように呼ぶことにいたしました。

当書の前半は、 サンドイッチローディングテクニックの色々なタイプを収録いたしました。 そ

して後半は、 現象の変種、 演出の変種を多数収録いたしました。

ただ選ばれたカードを 2 枚のカードではさむというサンドイッチトリックで、 これだけのバラエ

ティがあることに、 カードマジックの奥深さを感じていただけることと思います。
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Part 1　オーバーラップメソド

サンドイッチローディングテクニックとして、 もっともスタンダードな手法は、 2 枚のうちの一方

のサンドイッチカードの陰に選ばれたカードを重ねて隠し、 他方のサンドイッチカードと重ね

てはさむというやり方です。 今回の調査で見つかった内のもっとも古くからあるサンドイッチト

リックでも、 その手法が使われていました。

この手法では、 どのようにして選ばれたカードを一方のサンドイッチカードの陰に隠すか、 と

いう部分が、 多用なやり方を生み出す要点になっています。

オベディエントカード

= 解説 ： ルイス ･ クリスチャナー、 雑誌 " マジックウォンド "、 1917 年 1 月 =

見つけた中で、サンドイッチ現象としてもっとも古いものです。 以下は、原著からの翻訳です。

これは、 マリーニやマーリンなどが演じてお馴染みになったマジックです。 彼らはみごとなマニピュ

レーションテクニックで演じました。

* 現　象 *

客が選んでおぼえた 1 枚のカードが、 デックに戻されます。 つぎに 2 枚の赤いＡが空中に投げら

れて、 デックの中に入り込みます。 それからデックを広げると、 2 枚の赤いＡの間に選ばれたカー

ドがはさまれています。

* 方　法 *

以上のように演じるには、 トップに 2 枚の赤いＡをセットしておいて、 上のＡの中央にマジックワッ

クスをつけておきます。 相手が選んだカードをトップに返させて、 Ａの裏面のワックスとくっつけて、

そのあとシャフルとかカットによって、 それら 3 枚を中央に運びます。

表を自分に向けてデックを広げ、 選ばれたカードのくっついたＡをトップにまわし、 さらにもう 1 枚

のＡをトップにまわします。

2 枚のＡをよく見せてから、 ブーメランのように空中に投げ、 デックを開いてそれらを受け止めます。

そしてカードを広げますが、 ワックスを外して広げ、 2 枚のＡの間に選ばれたカードがあるのを見

せます。
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* 備　考 *　( 加藤 )

今日のサンドイッチトリックの傑作と言われている、 ビル ･ ゴールドマンの ' モンキーインザミ

ドル ' では、 2 枚のカードをくっつけるというアイデアを、 1 枚のカードを消すことに使れてい

ますが、 このトリックでは同じアイデアを、 1 枚のカードを現すことに使っています。 正反対

の使い方ではありますが、 何となく時間を超えたつながりを感じてしまいます。

こちらの案をマジシャンズワックスではなく、 ゴールドマンが使っているギャフを使うと、 けっこ

う面白いことができます。 デックすべてのカードの表面を加工しておきます。 ボトムには 2 枚

の表向きのジョーカーをセットしますが、 そのうちの下のジョーカーの裏面をラフ加工してお

きます。

相手に裏向きにディールして好きなところでストップさせ、 最後に置いたカードおぼえさせ、

残りのカードをその上に重ねます。これで選ばれたカードの上にジョーカーがくっつきました。

あとはリボンスプレッドして 2 枚のジョーカーを抜き出せば、 サンドイッチ状態の 3 枚が取れ

ますから、 クリスチャナーが解説したやり方、 もしくは他の方法でサンドイッチ現象を見せるこ

とができます。

モアデュースサンドイッチ

= エドワード ・ マルロー、 雑誌 " ニュートップス "、 1968 年 5 月 =

これはロベルト ・ ジョッビが、 ' マルローのサンドイッチテクニック ' と呼んだ技法が含まれて

いる最初の作品です。

そのやり方はすでに多くの機会に私も書いてきましたし、 カードマジックをかなりやっていれ

ば、 誰でも知っているようなものです。 しかしそれだけ有名な手法ですから、 マルローが書

いたままを正確に翻訳して記録しておくことにいたしました。 以下の方法は、 マルローが 7

種類書いているうちの第 1 法です。 なおこの解説が掲載された号は 1968 年 5 月号ですが、

マルローが示しているこのやり方の考案日付は、 1957 年 11 月となっています。

このトリックの土台となったものについては、 " オフザトップ "(1945 年 ) を参照してください。 さらに

" フューチャーリバース "(1945 年 ) などにも他のバージョンが書かれています。 以下は、 同じ現

象を生み出すいくつかのバージョンです。

* 現　象 *

デックの中に 2 枚のカードが表向きにカットして入れられ、 その 2 枚の間に選ばれたカードが現れ

ます。
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* 方　法 *

黒い２のカードを 2 枚抜き出し、 テーブルに表向きに並べて置きます。 相手にカードをピークして

おぼえさせ、 ダブルカットもしくはサイドスチールなどでトップにコントロールします。

右手でテーブルの２のカードを取りにいきながら、 左手はトップカードの下にブレークを作ります。

2 枚の２を表向きにデックの上に置き、 右手はデックを上からつかみ直します。 実際には右手は

ブレークより上の 3 枚をつかみます。 すなわち 2 枚の表向きの２と裏向きの選ばれたカードをいっ

しょに取るのです。

左親指の先をフェースにある表向きの２に当てて、 右手は下の 2 枚をいかにも下の２のカード 1

枚として右に運びます。 以上の動作によって、 デックの上に表向きの２が 1 枚、 右手に表向きの

２が 1 枚見えた状態となります。 右手の２の陰には選ばれたカードがあります。

以上の動作は、 「2 枚の黒い２のカードがあります」 と言いながら、 表面上は 2 枚の２を見せる動

作として行います。

右手の２( と選ばれたカード ) をデックの上の２の上にのせます。 以上で、 表向きの２の間に選ば

れた裏向きの選ばれたカードがはさまりました。 デックをカットして 3 枚を中央に運びます。

相手に選ばれたカードを名乗らせて、 適当な魔法の仕草や言葉をかけたあと、 デックをリボンス

プレッドして、 表向きの２の間に 1 枚の裏向きのカードがあり、 それが選ばれたカードであることを

見せます。

* 備　考 *　( 加藤 )

マルローは、 " オフザトップなどを参照してください " と書いていますが、 同書を確認したと

ころ、 上記のローディングテクニックの土台となったとは考えにくいものでした。

そこに書かれていたのは、 図 1 のように、 デックをカット

するときに、 ブレークで保持していたボトムカードを、 表

向きの 2 枚の間にすべり込ませてしまう方法です。

この方法もまた、 その後の多くのサンドイッチトリックで使われることになりますが、 今日では、

ブレークよりもサイドジョグが使われています。

1
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ライジングサンドイッチ

= 加藤英夫、 1999 年 9 月 13 日 =

このマジックを初めて人に見せたのは、テンヨーの 1999 年度マジックフェスティバルが終わっ

て、日本橋の飲み屋で行われた打ち上げ会の席でした。 こんな単純なマジックなのに、ブラッ

ク嶋田氏はたいへん驚いて、 やり方を教えてほしいと言われました。 氏のようにクロースアッ

プマジックを日常的に演ずる機会のあるマジシャンに、 「使えるマジックだ」 と言われて、 た

いへん自信を持つことができました。

このバージョンの良さは、 単純な構成の中にも、 不思議さを生み出す要素が埋め込まれて

いるからだ思います。 その要素とは、 2 枚のＪをあらかじめテーブルに出しておくことと、 その

あとまったく 2 枚の間にカードをはさむチャンスがないように感じさせるハンドリングです。

エドワード ・ マルローが考案したサンドイッチテクニックでは、 表向きの 2 枚の下に選ばれた

カードがあるものをビドルポジションに持ち、 上の 1 枚を左手に取り、 右手の 2 枚をその上

に重ねるものでした。

原理的にそれと同等でありながら、 ハンドリングが異なるだけで、 生み出せる不思議さは何

倍にもなると言っても過言ではありません。 私は瞬発的なインパクトという観点では、 ギャフ

を使った ' モンキーインザミドル ' が最強だと思っていますが、 ギャフなしでまったく同等のイ

ンパクトを与えることができるものだと、 実演経験を通して確信しています。

* 現　象 *

最初に 2 枚の黒いＪがテーブルに置かれます。 それから相手が 1 枚のカードを選び、 デックの中

に戻されてシャフルされます。

マジシャンは 1 枚のＪを取ってデックのトップに置き、 もう 1 枚のＪを取ってその上にのせます。 「2

枚はテーブルに置かれていましたから、 このように重ねても、 2 枚の間には何もありませんし、 こ

のように離しても、 2 枚の間には何もありません」 と言って、 1 枚のＪを右手に持ち、 両手を離し、

2 枚の間に何もないことを明示します。

また右手のＪを左手のＪの上にのせ、 魔法をかけます。 それから表向きのＪを広げると、 間に 1

枚の裏向きのカードがはさまっていて、 それが選ばれたカードなのです。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪをテーブルに表向きに置き、「この 2 枚はサンドイッチのパンの役目をするカードです」

と説明します。
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デックを両手の間に広げて、 1 枚のカードを選ばせます。 それからそれをデックに戻させて、 シャ

フルしながらトップにコントロールします。 他の手法でコントロールしてもかまいません。

デックを左手のディーリングポジションに持ち、 右手で 1 枚のＪを取りにいくとき、 左手を手前に傾

けてトップカードの下にブレークを作ります。 右手に取ったＪをデックのトップにのせます。 もう１枚

のＪを取り、 先にトップに置いたＪの上に重ねます。

「2 枚はテーブルに置かれていましたから、 このように重

ねても、 2 枚の間には何もありませんし」 と言いつつ、

右手の指先をブレークの中にさし入れて、 図 1、

左手の親指でいちばん上のＪを押さえながら、 右手でブ

レークの上の 2 枚を右方にすべらせて取り、 図 2 のよう

に離して保持し、 「このように離しても、 2 枚の間には何

もありません」 とセリフを続けます。

右手のカードを左手のカードの上に重ね、 魔法をかけて、 「魔法をかけると、 選ばれたカードが上

がってきます」 と言います。

「そして」 と言いながら上の 3 枚のカードを広げて、 ファン状に右手に取って、 「Ｊの間にはさまり

ました」 とセリフを続けます。 選ばれたカードを名乗らせてから、 右手を返してはさまれたカードの

表を見せます。

アンビシャスサンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 8 月 5 日 =

マルローのサンドイッチテクニックや私の ' ライジングサンドイッチ ' で使っているサンドイッチ

ローディングテクニックでは、 2 枚のサンドイッチカードの順番を入れ替える動作の中で行う

ものですが、 入れ替えないではさめないかと考えて思いついた方法です。

サンドイッチテクニックそのものの有効性を生かすために、 サンドイッチカードをデックの中に

入れないで、トップに置いたまま、' モンキーインザミドル ' のように、選ばれたカードが上がっ

てきて、 サンドイッチカードの間にはさまった、 という現象に構成いたしました。

1

2
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* 方　法 *

2 枚のサンドイッチカードを表向きに少しずれた状態で

テーブルに置いておきます。 図 1 のように、 1.5cm ぐらい

ずらしておきます。

相手に 1 枚のカードを選ばせ、 相手が見ておぼえたあと、 それをトップにコントロールしますが、

このトリックではデックの中央に入れられたことを印象づけることが重要なので、 コンビンシングコ

ントロールをマスターしている人は、 つぎのようにやるとよいでしょう。

デックを両手の間に広げ、 相手が指さしたカードの左で分けて、 右手を上げて右手のフェースカー

ドを見ておぼえさせます。 右手を下げるときにコンビンシングコントロールを行い、 すり替えたカー

ドをアップジョグさせ、選ばれたカードはアップジョグカードの下にすべり込ませてカードを閉じます。

「あなたが選んだカードがはっきりまん中に入ったのがわかるように、 このようなやり方をやります」

と言って、 アップジョグカードの上のカードをカットしてテーブルに置き、 つぎにアップジョグカードを

テーブルのカードの上に置き、 そしてその上に残りのカードを重ねます。

デックを取り上げて左手に持ち、 右手でテーブル上の 2 枚のＪを取りにいくとき、 トップカードの下

にブレークを作ります。

右手は図 2 のような形ではなく、

図 3 のようになるべくフラットにしてカードをつかみます。

2

3

1
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つかんだ 2 枚をデックの上に置きますが、 右のＪがデック

の上にそろう位置に置きます。 そのとき左親指は伸ばし

ています。 図 4、

続けて右手はブレーク上の 1 枚を下にスチールしつつ右

に運び、 左のＪがデックにそろったところでそのＪに左親

指を当てて、 図 5、

右手を右に運び続けて、 図 6 の状態とします。 「2 枚のＪ

の間には何もありません」 と言います。

なお、 右手が重なった 2 枚を右に運ぶときに、 ぴったり重なっていないとまずいので、 左手の指

先で下から押し上げてやります。

右手のカードをデックの上に重ねてから、 相手のカードがだんだんと上がってくるという演技を行

い、 トップの 3 枚をゆっくり広げ、 相手のカードを名乗らせてから、 中央のカードの表を見せます。

* 備　考 *

以上の解説を書いたあとに、 雑誌 " エピローグ " スペシャル号 No.1(1975 年 ) に、 ジェリー・

ハートマンが原理は同じですが異なるハンドリングの方法を書いているのを見つけました。

私のやり方では、 2 枚のサンドイッチカードを取り、 デックの上に置くときに選ばれたカードを

ずらした位置にスチールしています。 ハートマンのやり方では、 2 枚のサンドイッチカードを

そろえてトップに置き、 そこで選ばれたカードをスチールしたあと、 上の表向きのカードを右

にずらしながら、選ばれたカードも右にずらしてから上の表向きのカードを置き直しています。

4

5

6
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プライムカット

= アルド ･ コロンビーニ、 “ワッツアップデック”、 1995 年 =

* 方　法 *

選ばれたカードをボトムにコントロールします。 デックを

チャーリエカットの位置に持ちます。 トップカードを右手で

取り、 表向きにデックの下から 4 分の 1 ぐらいのところに

入れ、 もう 1 枚トップから取って、 表向きにデックの上か

ら4分の1ぐらいの位置に入れます。どちらのカードもカー

ドの長さ半分より少し多めに右に突き出させます。 図 1。

右手でデックのまん中からカットして、 上半分をテーブル

に置きます。 そのパケットにも手元のパケットにも、 表向

きに１枚のカードが右に突き出しています。 図 2。

2 枚のカードを指さして、 「2 枚の表向きのカードの間に

は何もありません」 と言います。 右手で左手のパケットを

つかみますが、 そのとき左人さし指でボトムカードを図 3

のように右に押します。 この図を見ると、 左人さし指で押

し出すカードが正面から見えないような位置に、 右手が

かかっていることがわかります。

すぐに右手でつかんだパケットをテーブルのパケットの上に重ねます。 右手をカードから離さず、 そ

のままデックを取り上げて左手に渡します。 突き出ている 3 枚のカードをつかみ、 勢いよく引き抜

きます。 そして 3 枚をテーブルに置いて広げ、 2 枚の表向きのカードの間に 1 枚の裏向きのカー

ドがはさまっているのを見せます。 相手のカードを名乗らせてから、 そのカードを表向きにして見

せます。

* 備　考 *

このマジックは、 解説を通りにやっても現象がはっきりしないように思えました。 鏡の前で練

習を重ねるうちに、 重要なことに気づきました。 原著の説明では、 カットしたカードをテーブ

ル上で重ねたら、 それらを取り上げて左手に渡し、 続けて引き抜き動作をやっていますが、

1

2

3
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動作が続き過ぎている点が、 引き抜いて現象を見せるという時点のインパクトを弱めているよ

うです。 つぎのように引き抜きをテーブル上でやると印象が変わると思います。

上半分をテーブルに置いたら、 テーブルの方と手元の方の表向きのカードを指さし、 「この 2 枚で

あなたのカードを見つけます ｣ と言って、 2 枚の突き出たカードを明確に印象づけます。 それから

カードを重ねたあと、 原著の説明のようにデックを左手に取り上げることはせずに、 重ねた直後に

左手でデックを押さえ、 その状態でほんの少しポーズを取ります。 それから右手で 3 枚のカードを

引き抜きます。 そして 3 枚のカードをすぐに広げます。

このマジックほど、 現象をどの位置で、 どのタイミング起こすかということによって、 印象の違って

くるものはありません。 試しに両方のやり方をやってみてください。 さらにはつぎのようなやり

方もあり得ます。

コロンビーニの原案のようにデックを左手に渡したあと、 カードの面を図 4 のように観客に向けて、

ポーズを取ります。 まん中のカードは露見させないようにします。 それから 3 枚を引き抜きます。

4

現象を起こすタイミングについて基本的に言えることは、 現象を起こすまえの動作、 このトリッ

クにおいては、 デックをカットして取り上げる動作が終了して、 間を置かずに現象を起こす動

作をやってはならないということです。 「これから不思議なことが起こりますよ」 と感じさせる間

を取るようにすることが、 現象のインパクトを強めてくれるのです。
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Part 2　トラップメソド

シンプリシティディスカバリー

= ボブ ･ ネルソン、 " ラストワーズオンカードトリックス "、 1945 年 =

デックのトップから 2 枚目とボトムに表向きのサンドイッチカードをセットしておき、 選ばれた

カードをトップに返せてデックをカットすると、 選ばれたカードはサンドイッチカードの間には

さまりますが、 最初にトップにあったカードもはさまったままです。

最初にトップに置いて、 その下の表向きのカードが見えないようにするカードのことを、 説明

上、 カバーカードと呼ぶことにします。 前述のように選ばれたカードとともにサンドイッチカー

ドの間にはさまったままのカバーカードをどのように処理するか、 という問題を異なる手法で

解決した 3 作品を解説いたします。 まずは超原始的な方法から。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを表向きに、 ボトムとトップから 2 枚目にセットしておきます。

トップから 2 枚目の表向きのカードが露見しないようにカードを広げ、 相手に 1 枚のカードを選ば

せます。

相手がカードを見ているうちに、 カードをスウィヴルカットし、 もとの上半分を左手に持ち、 左手を

さし出して、 その上に相手のカードを返してもらいます。 その上に右手のカードを重ねて全体をそ

ろえます。

相手のカードを抜き出して当てると言って、 カードの手前エンドをゆっくりリフルして、 最初の表向

きのカードが見えたらストップし、 そのカードの上の裏向きのカードを抜き出し、 相手のカードを名

乗らせてから、 そのカードを表向きにして見せます。 失敗したという演技をして、 そのカードをデッ

クの適当な位置に入ますが、 表向きのカードがあるあたりは避けます。

「こんな場合は違うやり方で当てます」 と言って、 カードに魔法をかけてから、 カードをテーブルに

スプレッドします。 相手のカードが表向きのカードにはさまっているので、 そのカードを表します。

* 備　考 *

実用的なマジックとして収録したつもりではありません。 あらかじめ 2 枚のカードをトップから

2 枚目とボトムにトしてサンドイッチ状態を作る方法で、余分の裏向きの 1 枚を処理するのに、

こんな原始的な方法もあったということを示すために収録いたしました。
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ワンアイドジャックサンドイッチ

= ハリー ･ ローレイン、 " マイフェイバリットカードトリックス "、 1965 年 =

前述の ' シンプリシティディスカバリー ' では、 1 枚のカードを直接抜き出すことによって余分

なカバーカードを処理していますが、 この作品では、 デックをカットするときにプルダウンを

使って処理しています。

* 方　法 *

「なぜだかわかりませんが、 つぎのマジックは片目のＪでしかできないのです。 とにかくやってみま

しょう」 と言って、 スペードのＪとハートのＪを抜き出して、 表向きにします。 適当なカードを 2 枚の

Ｊの間に裏向きにはさみ、 3 枚をデックのトップにそろえてのせます。 トップのＪの下にブレークを

作り、 アンダーカットによってそのＪをボトムに運びます。 この結果ボトムとトップから 2 枚目に表

向きのＪがあります。

カードをリフルしますが、 表向きのカードを見せないようにやります。 ストップがかかったところから

カードを抜き出し、 それをボトムに置きます。 そしてデックを表向きに返します。 フェースのカード

を指さし 「選んでいただいたこのカードに不思議なことが起こります」 と言いながら、 いちばん下

のカード ( トップ側のカード ) を左手の小指で下に大きく引き下げます。

まん中へんでカードをカットし、 右手のカードを左手のカードの下にまわしますが、 小指で引き下

げたカードの上に入れてしまいます。 そしてカードをそろえます。 これで相手の選んだカードは 2

枚の片目のＪの間にはさまれました。

デックを裏向きに広げて、 Ｊと間のカードを抜き出します。 「私にわからないのは、 どうしてあなた

が 2 枚のＪの間のカードを選んだかです」 と言って、 間のカードの表を見せます。

* 備　考 *

タイトルが片目のＪになっているのに、 そのプロットをセリフで使わないのはもったいないです

ね。 つぎのようにすると片目のＪを生かして面白く見せられます。

「この 2 人が牢獄の看守だとします。 このように 2 枚の間

に罪人をはさみます」 と言って、 表向きのスペードのＪと

ハートのＪの間に 1 枚の裏向きのカードをはさみ、 3 枚を

広げてＪが間のカードの方を向いているを見せます。図 1。

1
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二人の未来

= 加藤英夫、 2000 年 9 月 13 日 =

正直に言って前 2 作は、 いまどき演じるほどのものではないと思いながら書きました。 しかし

この原理によるサンドイッチトリックがあったことを書き残すことと、 最後に私のこのバージョン

ならハンズオフ ( マジシャンが触れない ) で演じられることから、 レパートリーに加えていただ

くのに値いするのではと思い、 3 作品を全部収録いたしました。

この作品では、 カバーカードを除外して対処するのではなく、 カバーカードをマジシャンが

選んだカードとして扱うことによって解決しています。 セリフは異性相手に見せるものとして構

成してありますので、 適当にさし替えてください。 けして男性が男性に対してこのセリフを使

わないように。

* 方　法 *

「仮りの話ですが、 あなたと私が恋人同士であるとして、 カードを使って 2 人の未来を占ってみよ

うと思います。 2 人の愛を実らせるには、 愛のキューピッドが必要です。 1 組の中では、 ハートの

ＡとダイヤのＡがキューピッドです」 と説明して、 それら 2 枚のカードを抜き出して見せます。 その

ときトップカードをグリンプスします。 クラブの７であるとします。 ハートのＡとダイヤのＡを表向きに

デックのトップに置きます。

シークレットアディションで表向きの 2 枚の下に裏向きの１枚を加え、 上に 1 枚を引いて取り、 そ

の上に右手の 2 枚を重ねてそろえ、 クラブの７をサンドイッチ状態にします。 上のＡの下にブレー

クを作り、 ブレークからダブルアンダーカットします。 1 枚のＡがボトムに、 もう 1 枚のＡがトップか

ら 2 枚目に、 そしてグリンプスしたクラブの７がトップにきます。

デックを相手の左手に持たせます。 「右手でこのようにカードをつかんで分けて持ち上げていただ

きますが、 半分より多くなければどれだけ持ち上げてもかまいません。 では持ち上げてください」

と指示します。 手真似をしながら説明してください。 相手が持ち上げたパケットをテーブルに置か

せます。

相手の手に残っているカードを指さし、 「そちらのいちばん上のカードを取ってください。 そしてそれを

のぞいておぼえてください」 と指示します。 相手がおぼえたら、テーブルのパケットを指さして、「そ

「いまは両方とも罪人を見ていますが、 ときどき 2 人は目を離すことがあるのです」 と言って、 3

枚の順番を逆順にして同じように広げ、 Ｊがそっぽを向いているのを見せます。

「片目のＪのこの性質を利用して、みごとに身代わりを使って脱獄に成功した例をお見せしましょう」

と言って、 原案のように演じます。
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ちらのカードの上にのせてください。 そして残りのカードをその上に重ねてください」 と指示します。

「カード全体を取り上げて、 また半分より少なく持ち上げてテーブルに置いてください」 と言います。

相手が置いたら、 手に残っているカードを指さして、 「そちらのいちばん上のカードをこんどは私に

ください」 と言います。 受け取ったら、 そのカードの表を見ておぼえる演技をします。 おぼえる必

要ありません。 そのカードをテーブルのカードの上にのせ、その上に残りのカードを重ねさせます。

「2 人のカードは離れた位置にあるはずです。 ところが愛のキューピッドが 2 人のカードを引き寄せ

ます」 と言って、 カードに魔法をかけます。 カードをスプレッドし、 「ほら、 キューピッドの間に 2 枚

のカードがはさまれています。 もしもこの 2 枚があなたのカードと私のカードなら、 あなたと私は結

ばれるということです」 と言います。

4 枚のカードを抜き出して前に置きます。 そして 「私のカードは○○の××でしたが、 あなたのカー

ドは何でしたか」 とたずねます。 そしてはさまれている 2 枚のカードの表を見せ、 「うまくいきました

ね。 この結果をあなたがどのように思われるかはご自由ですので、 気になさらないように」 と言っ

て終わります。
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Part 3　ダイレクトメソド

この Part には、 2 枚のサンドイッチカードの間に選ばれたカードを直接入れる、 もしくはサン

ドイッチカードを直接選ばれたカードの隣りに入れる、 というタイプの作品を集めました。

アーヴズコウトカード

= アーヴ ・ ウィーナー、 雑誌 " ヒューカードマジックマンスリー "、 1957 年 5 月 =

実際に選ばれたカードの両側に表向きのカードを挿入するという、本当に原始的なサンドイッ

チトリックです。 方法を読んだ瞬間、 まさかそんなやり方まで収録するのか、 というぐらいの

やり方です。

* 方　法 *

相手に 1 枚のカードを抜かせ、 返させるとき、 右下のコーナーをクリンプします。 デックを相手に

渡してよくシャフルさます。

デックを受け取り、 トップカードとボトムカードを引き抜き、 表向きにテーブルに置きます。 クリンプ

カードを見つけて、 その上にブレークを作ります。 表向きのカードを 1 枚取り、 ブレークの中に入

れます。

このあとデックをテーブルに置き、 相手に何回かカットさせます。 この部分がこのマジックを不思

議にしている部分です。 いったんデックを手から離すことによって、 カードを意図的に操作している

感じを打ち消すのです。

デックを取り上げ、 もう 1 枚の表向きのカードを取り、 クリンプカードの下に挿入します。 カードを

何回かカットしたあと、 テーブルにリボンスプレッドします。 2 枚の表向きのカードとはさまっている

カードを抜き出し、 相手のカードを名乗らせてから、 はさまれたカードを表向きにします。

* 備　考 *　(2003 年 8 月 5 日 )

アーヴ ・ ウィーナーは、 このトリックの解説のあとに述べています。 " このマジックは読むだけ

でなく、 必ず演じてみてください。 非常に効果的であることがわかるはずです " と。

このように原理的に当たり前のマジックは、 私たちマジシャンは面白いと思わない傾向にあり

ます。 そのような傾向は、 本来マジックは見る人を楽しませるものであると、 ということ忘れさ

せることにつながっているかもしれません。
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マジックには不思議を生み出すための様々なロジックがありますが、 どんな手法、 どんな策

略をめぐらそうとも、 結果的に観客が感じるものが、 マジックそのものであるというのは、 今も昔

も変わりません。 マジシャンが面白いと思うマジックが、 観客が面白いと思うマジックとイコー

ルであるとはかぎりません。

もともとクリンプという技法には、 強い不思議さを生み出すパワーが秘められています。 この

マジックは、 その不思議さを単刀直入に引き出していると思います。

ただし、 このマジックを実際に演じてみると、 演技上の欠点が存在することがわかります。 そ

れは、 表向きのカードを挿入するときに、 いかにも特定の位置に入れている感じがしやすい

ことです。 そのへんをうまく演じれば、 アーヴ ・ ウィーナーの言う通り、 このマジックは効果

的なマジックになり、 ' 使える ' マジックになりますので、 私からも演じてみることをおすすめ

します。

* 備　考 *　(2012 年 10 月 22 日 )

上記の備考を書いてから 9 年経過してから読んでも、 そのときと考え方は変わっていません。

むしろその考え方が強まっています。

特定の位置に入れた感じをさせないためのやり方には、 どんなやり方があるでしょうか。

カードを適当な位置に入れた感じを出すためには、 クリンプを大きく曲げるということが前提

になります。 それには、 "Card Magic Library 第 3 巻 "、 43 ページに解説されている ' アッ

プジョグクリンプ ' が適しています。

相手が指さしたカードをアップジョグし、 そのカードの表を見せるためにカードを立てたとき、

アップジョグカードの左下コーナーを左親指の先で曲げるやり方です。 その曲げ方を大きく

するのです。

デックがシャフルされたあと、 デックをチェーリエカットと同じ位置に持ちますが、 クリンプされ

たコーナーが左手前になるように持ちます。

1 枚目のサンドイッチカードは、 クリンプカードの上に入れるのですが、 サイドで入れることも

できますが、 エンドで入れる方がベターです。 それはエンドでの方がすき間の幅が広いとい

うことと、エンドで入れた方が、入れ方の見かけが 2 枚目とほとんど同じになるという理由です。
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リアルサンドイッチ

= 加藤英夫、 1999 年 4 月 26 日 =

ファンに広げたデックの中に、 いかにも 2 枚のカードを離れたところに入れたように見せて、

選ばれたカードをはさんで入れてしまうという手法によるものです。はさんだあとリボンスプレッ

ドによって、 間に何もないように見せる手法が組合わせられて、 効果を高めています。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを抜き出し、 これらは探偵の働きをするカードであると説明し、 表向きにテーブルに

置いておきます。

相手に 1 枚のカードを選ばせ、 おぼえてからデックに戻させますが、 キーカードを隣りに隣接させ

る手法を使います。 そして選ばれたカードが中央近くにある状態にします。 デックの裏を観客に向

けてファンに広げます。 キーカードを頼りに選ばれたカードを見つけます。

1 枚のＪを右手で取り、 表を観客に向けて、 選ばれたカー

ド ( クラブの６) の左隣りから入れて、 図 1 のように選ば

れたカードより 5mm ぐらい右に位置させて、 カードの長さ

の 3 分の 2 ぐらい押し込みます。

2 枚目のサンドイッチカードを、 選ばれたカードの右隣り

に入れて、 1 枚目のＪに重なるようにします。 図 2。 この

状態では、 表から見ても反対側から見ても、 2 枚は同じ

位置に入っているように見えます。

ファンを閉じて、 アップジョグの 2 枚を押し込みますが、

そのときプランジャーの原理で、 はさまっている選ばれた

カードを 1cm 程度ダウンジョグさせます。

それをダウンジョグさせたまま、 デックを横に返して裏向

きにします。 裏返したらすぐ右親指の先をダウンジョグ

カードの左下コーナーに当てて右に押し、 図 3 のようにダ

イアゴナルジョグ状態とします。

1

2

3
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3

デックをテーブルの上に運びつつ、 ダイアゴナルジョグ状

態のカードをサイドジョグ状態に変えます。 それには右親

指を図 3 の位置に保ったまま、 左小指で図 4 の矢印の

ように押してやればよいのです。

デックをテーブルに置いたら、 そのままリボンスプレッドします。 2 枚の表向きのＪが中央に見えま

すが、 選ばれたカードは隠れています。

スプレッドを閉じ、 魔法をかけてから、 またリボンスプレッドして、 選ばれたカードを現します。 3

枚を前に抜き出し、 選ばれたカードを名乗らせてから、 それを表向きにします。

スプレッドの中のサンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 1 月 11 日 =

前述の ' リアルサンドイッチ ' で使われている、 カードをサイドジョグしてリボンスプレッドして、 一

時的に見えない状態にするという手法を、 選ばれたカードをサンドイッチカードの間に挿入

する、 カットによるサンドイッチテクニックと合体したものです。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の黒いＪを抜き出して表向きにテーブルに置いておきます。

相手に 1 枚のカードを選ばせ、 ボトムにコントロールします。 デックを左手に持ち、 右手で 2 枚の

表向きのＪを取って、 デックのトップに置きます。 右手がそれらをトップに置いた瞬間、 左手の指

先はボトムカードを右にサイドジョグさせます。

さらに動作を続けて、 右手人さし指は上半分をスウィブル

カットして、 上半分を受け取った左手は、 上の表向きのＪ

を右にずらして、 図 1、 「この 2 枚で選ばれたカードを見

つけます」 と言います。

右手のパケットを左手のパケットに重ねるとき、 サイドジョグされているカードを 2 枚の表向きのＪ

の間にさし入れ、 上半分と下半分をそろえます。 選ばれたカードはサイドジョグさせておきます。

4

1
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そしてデックをテーブルに上に運び、 デックをリボンスプレッドします。 選ばれたカードはスプレッド

の下に隠れます。

デックを閉じて、 魔法をかけます。 そしてふたたびリボンスプレッドします。 サンドイッチ状態が現

れます。 それら 3 枚を前に抜き出して、 選ばれたカードを名乗らせてから、 はさまれているカード

を抜いて表向きにして見せます。

インサートサンドイッチ

= 加藤英夫、 1998 年 8 月 26 日 =

' スプレッドの中のサンドイッチ ' は、 サイドジョグすることによって、 はさまれているカードを隠し

ますが、 このマジックでは、 サイドジョグによって隠されたカードの両側に 2 枚のサンドイッチ

カードを挿入するというものです。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の黒いＪを抜き出してテーブルに置いておきます。

相手に 1 枚のカードを選ばせ、 見ておぼえたらデックに返させ、 トップにコントロールします。 デッ

クを表向きにしますが、 そのときのボトムカードをキーカードとして記憶します。 トップ ( バック ) の

選ばれたカードを右に 2cm ぐらいサイドジョグさせ、 スウィブルカットして表向きの上半分を左手に

取り、 下半分をその上に重ねます。 選ばれたカードはサイドジョグさせたままです。 そしてデック

をテーブルの左の方に運び、 表向きにリボンスプレッドします。

2 枚のＪを左右の手で持ち、 表を観客に向けてよく見せ、

「この 2 枚であなたのカードを見つけます」 と言います。

それから右手の 1 枚を左手に渡して、 2 枚を図 1 のよう

に持ちますが、上のＪを少し左に斜めにずらして持ちます。

ずれは 15mm 程度です。

図 2 では中指の先の左の緑で塗りつぶしたのがキーカー

ドですが、 その右隣りのカードの左手前コーナーに右親

指をかけ、 左手の 2 枚を図 2 の位置にかまえます。

1

2
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右手親指をかけている部分を持ち上げて、 左手の 2 枚を

間に図 3 のように入れますが、 左手の 2 枚のうちの右の

1 枚は選ばれたカードの上、 左の 1 枚は選ばれたカード

の下に入るような当て方をします。

図 7 のようにスプレッドを閉じます。

そして図 4 のように左手の 2 枚をスプレッドの中に入れて、

それから両手をカードから離します。 図 5。

図 6 のようにスプレッドの両端に左右の手をかけて、

3

4

5

6

7
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サイドジョグカードが見えないように右手でデックを取り上

げて、 左手を図 8 のようにかけ、 デックを向こうに返して

裏返しますが、 そのとき右手は図 8 の位置のままにして

おき、 回転中にも右にずれて出ているカードが見えない

ようにします。

図 9 は、 デックを裏返し終わった状態です。 その状態で

選ばれたカード以外のカードもかなりずれていますから、

他のカードはなるべくデックにそろえて、 選ばれたカード

だけがサイドジョグしているようにします。

デックを裏向きにリボンスプレッドします。 表向きのＪが 2 枚見えて、 間の裏向きのカードは見えま

せん。 Ｊの広がりが少なければ、 それら 2 枚を広げて間に何もないことを暗に印象づけます。

スプレッドを閉じ、 魔法をかけ、 そしてまたリボンスプレッドします。 サンドイッチ状態の 3 枚が現

れます。 それら 3 枚を前に抜き出し、 選ばれたカードを名乗らせてから、 はさまれているカードを

抜いて表向きにして見せます。

サンドイッチスラッシュ

= 加藤英夫、 2000 年 8 月 12 日 =

ロベルト ・ ジョッビは " カードカレッジ第 4 巻 "(1994 年 ) に、 つぎのようなだいたんなサンド

イッチローディングテクニックを、 ' ダイレクトロード ' として書いています。 考案者は書かれて

いません。

相手のカードをトップにコントロールします。 右手がテー

ブルに置いてあった 2 枚のサンドイッチカードを取りにいく

とき、 トップカードの下にブレークを作ります。 右手で取っ

たサンドイッチカードを図 1 のようにずらしてトップに置き、

右手をカードから離し、ここで適当なセリフで間をとります。

まだセリフを言っているとき、 右手で 2 枚のサンドイッチカードをつかみ、 少し右にずらします。 す

ると 2 枚のうちの右のカードの左下コーナーが相手のカードを通過したときに、 「カチッ」 という小

8

9

1
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さな音をたてますので、 そうしたら 2 枚を左に運びながら、 下のカードを相手のカードの下に挿入

します。 そして 2 枚をそろえる動作で、 相手のカードもそろえてしまいます。

ジョッビは図 1 のように表向きのカードを置いてから、 間をとることが重要だと述べています。

試しにすべての動作を間をおかずにやってみると、 非常に怪しい動作になってしまいます

上記の方法は、 2 枚のサンドイッチカードを密かに相手のカードの両隣に置く、 という原理

で成り立っています。 そこで私は考えました。 2 枚のサンドイッチカードをデックの中央の中

に入れるとき、 相手のカードの両側に入れる方法はないものかと。 そして以下の方法を思い

つきました。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の黒いＪを抜き出し、 表向きに重ねた状態でテーブルの右の方に置いておきます。

デックから 1 枚のカードを相手に選ばせ、 ボトムにコントロールします。

コントロールの動作に続けて、 左小指でボトムカードの右

手前コーナーをブルダウンし、 そのブレークを右親指で

継承し、 右人さし指はデックの上半分ぐらいをスウィヴル

カットして左手に渡し、 図 2、

右手の下半分をその上に置きますが、 左親指の付け根

のところで間にブレークを作ります。 図 3。 相手のカード

の下と上にダブルブレークが作られるわけです。 ここから

先、 左手は少し右にねじって、 ブレークがなるべく見えに

くい角度に持つようにします。

右手でテーブルの 2 枚を取り上げ、 「この 2 枚であなた

のカードを捕まえます」 と言って、図 4 のように上のブレー

クに 2 枚を勢いよく差し込みます。 さし込んだあとは、 右

のブレークを解消します。

4

3

2
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「もちろん 2 枚の間には何もありません」 と言って、 2 枚

を図 5 のように広げます。 「このようにすると」 と言って、

2 枚を図 5 の矢印のように右上と左下に往復させて動か

します。

そして図 6 のように左下の方にきたときにいったん止め、

「不思議なことが起こります」 とセリフを続けます。 このと

きのカードの位置は、左の表向きのカードの右上コーナー

が、 相手のカードのエンドより下に外れています。

もういちど図 5 の矢印の動作を行いますが、 最初に右上に運ぶとき、 少しカードを下に押して、

左のカードを相手のカードの下にさし込みます。 そのあとは左のブレークを解消して、 往復動作を

続けます。

往復動作を止め、 図 7 のように左手の指を全部伸ばし、

右手の 2 枚を右上に勢いよく動かすと

図 8 のように 2 枚の間に相手のカードがはさまって出てき

ます。 相手のカードを名乗らせてから、 右手を返してはさ

まれたカードの表を見せます。

8

7

6

5
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世界最速サンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 9 月 8 日 =

* 現　象 *

カードを広げて相手に好きなカードを指ささせます。 そのカードをアップジョグして、 相手に表を見

せ、 おぼえてもらいます。 アップジョグカードを押し込んでカードをそろえ、 すぐにカードをテーブ

ルにリボンスプレッドします。 2 枚の表向きのＪがあり、 その間に 1 枚の裏向きのカードがはさま

れています。 それが相手のカードです。

* 方　法 *

あらかじめデックの中央より少し下に、 2 枚の黒いＪを表向きに入れておきます。 演技するときに、

この 2 枚のＪの間にブレークを作ります。

「カードをこのように広げていきますから、 好きなカードを指さして選んでください」 と言いながら、

すでにカードを送り出し始めています。 ブレークを保持しながら広げます。 そしてブレークに達する

手前で指さされるようにタイミングを合わせるようにします。 表向きのＪが露見しないように注意し

てください。

指さされたら、 図 1 のように右手を手前にずらして指ささ

れたカードの右下コーナーを下から右中指で押さえ、

両手を返してカードを垂直にしつつ、 図 2 の状態に運び

ます。 その動作の中で、 ブレークをいったん浮かし、 左

中指でブレークより上の部分を左に押すと、 図 2 の赤丸

で囲まれたようにステップが発生します。

相手がカードを見ている間に、 右手を下げて相手のカードの左下コーナーを、 ステップの開いた

部分に当てます。 まだカードを押し込もうとしてはいけません。 「忘れないでくださいね」 と言って

から、 右手のカードを左手のカードにそろえて閉じますが、 この動作によって相手のカードは自然

にステップの間に入り込みます。 そしてアップジョグカードを押し込み、 全体をよくそろえます。

1

2
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すぐにカードをリボンスプレッドします。 サンドイッチカードはかなり下の方にありますから、 下の方

を広く広げるようにします。 サンドイッチになった 3 枚を前に押し出し、 相手のカードを名乗らせて

から、 はさまれてカードを表向きにします。

* 備　考 *

このマジックを見せるまえに、「カードマジックの中に、サンドイッチマジックというのがあります。

2 枚のカードの間に相手の選んだカードがはさまるというものですが、 これからお見せするの

は、 世界でいちばん速いサンドイッチマジックです」 と説明するとよいでしょう。
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Part 4　ファローメソド

ファローシャフルを使って、 2 枚の表向きのカードの間に 1 枚の裏向きのカードをはさむとい

う原理は、 サンドイッチ現象を考えるクリエーターなら、 いちどは採用を検討することでしょう。

しかしながら、 ファローシャフルというカードを 1 枚おきにはさむという明白な行為が、 ほとん

ど不思議さを生み出さないということに気づいて、 作品を作ることをあきらめさせます。

この Part に収録した 4 作品は、 そのような弱点を含みながらも、 どうして選ばれたカードが

はさまったかという不思議さを生み出すのに成功しているものです。

ハーフアファローオンワード

= ハリー ･ ローレイン、 " ヘックス "、 1969 年 =

ハリ・－・ローレンはファローシャフルでたんにはさまるという弱点を、 3 枚のカードをサンドイッ

チすることによって、不思議さを増幅することに成功しています。1 枚のカードだけがサンドイッ

チされたとしたら、観客が 「あのときカードがはさまったんだな」 と想像することはできますが、

ばらばらに分散した 3 人の客のカードが、 ばらばらに分散した表向きのカードの間にはさま

るのは、 ほとんど想像できないでしょう。

* 方　法 *

シャフルされたデックを正確に 26 枚ずつに分け、 インファローしてカードをそろえず、 カードをイン

コンプリートファローの状態に持ちます。 上の 26 枚の中から 3 人の客にピークさせますが、 まず

1 人目の客に向かって左上コーナーをリフルしていきますが、 かなりゆっくり弾いていき、 1 枚目を

弾いたときに心の中で 「1」 と数え、 そのあと 1 枚ずつカウントを続けていきます。 1 人目はなる

べく中央手前でストップをかけさせます。 ストップしたら、 相手にそこのカードをのぞいて記憶させ、

あなたはそのときのカウントの数を記憶します。

2 人目に向かい、 1 人目のカードのつぎからリフルを続け、 カウントも続けます。 そして 2 人目にス

トップをかけさせ、 相手にカードをおぼえさせます。 あなたはカウントの数を記憶します。 同様に 3

人目にもカードをおぼえさせ、 あなたはカウントした数を記憶します。 カウントの数が、 7、 13、 21

になったとします。

上の 26 枚を抜いてテーブルに置きます。 「皆さんの選んだカードはこちらにあります」 と言って、

テーブルのパケットを指さします。 「こちらのカードの中から適当にカードを表向きにします」 と言っ

て、 オーバーハンドシャフルを始め、 1 枚ずつランしていき、 7 枚目のときに右手を左にねじって、

右手のパケットのボトムから 1 枚のカードを左手のカードの上に取ります。 つぎの１枚も同様に左
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手のカードの上に取ります。 すなわち、 2 枚は表向きに取るわけです。

右手を戻してカウントを続けながら１枚ずつランしていき、 13 枚目のときと 21 枚目のときに、 同じ

ように 2 枚のカードを表向きに取り、 残りは適当にふつうにシャフルします。 このパケットをテーブ

ル上のパケットの上にのせるとき、 ボトムカードをグリンプスします。

デックを何回かフォールスカットしたのち、 グリンプスしたカードから分けます。 26 枚を分けること

ができます。 そしてインファローシャフルを行います。 カードをリボンスプレッドし、 表向きのカード

と両側のカードの 3 枚の 3 組を抜き出し、 客の選んだカードを名乗らせてから、 それぞれのはさ

まれたカードを表向きにしていきます。

トリプルサンドイッチ

= 加藤英夫、 1998 年 2 月 26 日 =

前述の ' ハーフアファローオンワード ' において、 インコンプリートファローの代わりに、 サイ

レントカウントを使うバージョンです。

* 方　法 *

シャフルされたデックをテーブルに置き、 「だいたいまん中へんから持ち上げてください」 と指示し、

上半分を受け取ります。 このパケットを広げていき、 3 人の客にカードを指ささせ、 指さされたカー

ドをアウトジョグしますが、 それらがトップから何枚目のカードであるか、 サイレントカウントして記

憶します。 3 人目の客が指さしてあと、 さり気なくカードを広げ続け、 そのパケットが何枚あるかも

確認します。 3 人のカードがトップから 5、 13、 22 枚目にあり、 そのパケットの枚数が 28 枚だっ

たとします。

3 枚をアウトジョグしてカードを広げたまま立てて、左手だけで持ち、右手で 3 枚のアウトジョグカー

ドを広げ、右端のカードをつかみ、1 人目に向かって、「このカードをおぼえてください」 と言います。

同様にあと 2 人の客にも 2 枚目と 3 枚目をおぼえさせます。 そして 3 枚を押し込んで、 パケットを

そろえます。

そのパケットをテーブルに置き、 他方のパケットを取り上げます。 このパケットの中から 2 枚ずつ

3 組のカードを表向きにしますが、 それぞれ 3 人の客のカードから 26 枚離れたカードを表向きに

する必要があります。 いま手にしているパケットは 26 枚より 2 枚少ないので、 他方のパケットの 5

枚目にあるカードに対応するのは、 トップから 3 枚目のカードです。 カードを広げていき、 3 枚目

と 4 枚目を表向きにして、 さらにサイレントカウントを続けて 11 枚目と 12 枚目、 20 枚目と 21 枚

目を表向きにします。

いったんテーブル上のパケットを手元のパケットの上に重ね、 フォールスカットを行います。 そして
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26 枚で分けてインファローシャフルを行います。 これで 3 人のカードは表向きのカードの間にはさ

まりました。

デックをリボンスプレッドして、 3 組のサンドイッチ状態の組を抜き出し、 それぞれの客のカードを

名乗らせてから、 それぞれの客のカードを表向きにして見せます。

インコンプリートファローロケーション

= ジョン ･ ミラー、 " カードカヴァルケイド第 3 巻 "、 1981 年 =

* 方　法 *

デックを 26 枚と 26 枚に分け、 アウトタイプのインコンプリートファローを行います。 すなわち、 ア

ウトファローを行って、 カードをそろえずに上と下に突き出た状態で左手に持ちます。 そして上側

のカードの右上コーナーをリフルしていき、 相手にストップをかけさせます。 ストップがかかったら、

そこの部分を広げてカードをおぼえさせ、 下側のカードの右下にブレークを作りながらカードを閉じ

ます。

上側のカードを抜いて、 下側のカードの上に乗せ、 ブレークよりダブルカットします。 これで相手

のカードはトップから 26 枚目にコントロールされました。

ここまでは、 選ばれたカードを 26 枚目にコントロールすればよいのですから、 他の手法を使って

もかまいません。

デックをテーブルに置いて、 「カードをカットして 2 組に分けてもらいますが、 枚数が違うように分

けたいので、 半分より多く持ち上げてください」 と言って、 そのようにカットして、 カットした上半分

を下半分の隣りに置かせます。

下半分のトップカードを表向きにして取り、 「あなたのカードですか」 とたずねます。 相手は否定し

ます。 そのカードは表向きのまま手に持っています。 上半分のトップカードを表向きにして、 上半

分の上に置きます。 「これはどうですか」 とたずねます。 相手は否定します。 手に持っている表

向きのカードを上半分の表向きのカードの上にのせ、 「この 2 枚の表向きのカードであなたのカー

ドを見つけます ｣ と言って、 下半分を上半分の上に重ねます。

デックをを取り上げて、 26 枚ずつに分け、 アウトファローシャフルを行います。 テーブルにリボン

スプレッドすると、 サンドイッチ状態の 3 枚があります。 それらを抜き出して、 相手のカードを名乗

らせてから、 はさまれているカードを表向きにして見せます。
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フリーカットサンドイッチ

= 加藤英夫、 2012 年 11 月 4 日 =

これは私が考えたことは考えたのですが、 考案と記するにしては、 誰にでも考えられるような

ものです。 もしかするとフリーカットプリンシプルの考案者、 ジーン ・ フィネルもどこかに書い

ていたかもしれません。 しかし全体の構成はまったく同じということはありそうもないので、 い

ちおう私の名前を記しておきました。

これを思いついたのは、 ハリー ･ ローレインの ' ハーフアファローオンワード ' や、 ジョン ・ ミラーの

' インコンプリートファローロケーション ' においても、 カードを選ばす部分でインコンプリート

ファローを使うということに、 私はものすごく抵抗感を感じるからです。

* 方　法 *

相手によくシャフルさせたデックを表向きにリボンスプレッドして、 「よく混ざっています」 と言いま

すが、 そのときスプレッドの左半分に入っている絵札を 1 枚確認します。 中央より左にあればどの

絵札でもかまいません。 たとえばハートのＱが目についたとします。 スプレッドを閉じます。

「カードの中にはときどき不思議なパワーを持ったカードが入っています。 どれが不思議なカードで

あるかを探します ｣ と言って、 表を自分に向けて広げていき、 フェースからサイレントカウントして

いきます。 24 枚目のカードをキーカードとして記憶しますが、 それまでに最初に目をつけたカード

の同色同数のカード、この例ではダイヤのＱが出てきたら、それを抜き出し、それをのぞいてフェー

スから 24 枚目を記憶します。

いずれにしてもダイヤのＱとハートのＱを抜き出し、 結果的にフェースかにら 24 枚目をキーカード

として記憶すればよいのです。

2 枚を抜き出して表向きに置いたら、 「今日はこの 2 枚を使います」 と言います。 「カードをだいた

い半分に分けます」 と言って、 キーカードの左で分けて、 右の 24 枚を右の客に渡し、 左の 26 枚

を左の客に渡します。

2 人にそれぞれのパケットをシャフルさせてから、 それぞれの前に置かせます。 そして好きなとこ

ろからカットさせ、 持ち上げたカードを左手に持たせます。 そして左の客にはテーブルのトップカー

ド取って、 見ておぼえ、 もとの位置に置かせます。 右の客にはテーブルのカードの上に、 2 枚の

Ｑを表向きに置かせます。

それから手に持っているカードを交換させてから、 それぞれの前にあるパイルの上に重ねさせま

す。 「カットしたカードを交換して重ねたので、 お互いのカードが何枚あるかわからなくなりました」

と言います。 どちらかの客に、 2 つのパイルを重ねてそろえさせます。
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デックを受け取り、 何回かカットします。 そして裏向きにリボンスプレッドして、 表向きのＱを指さし、

「Ｑはここにあります。 おぼえたカードはどこにあるかわかりません。 いまからＱが選ばれたカード

をつかまえます」 と言って、 カードをそろえます。

ここでファローシャフルしますが、 26 枚に分けたとき、 2 枚のＱが入っている方がアウトになるよう

なやり方をします。 そうするとＱの間に選ばれたカードがはさまります。

あとは結果を見せます。
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Part 5　プレサンドイッチメソド

この Part には、 サンドイッチカードの間に最初から裏向きのカードをはさんでおく、 というタ

イプのやり方を集めました。

タスティブラフサンドイッチ

= エドワード ・ マルロー、 " マルローウィザウトティアーズ "、 1983 年 =

初めからサンドイッチされているのを、 サンドイッチされていないように見せ、 しかもそのカー

ドをサンドイッチされたままフォースするという、 空前絶後のマジックです。

* 方　法 *

シャフルされたデックのトップの2枚を表向きにします。2枚を広げてそろえるとき、下の1枚をスチー

ルします。 上の 1 枚を左親指で引いて取り、 その上に右手のカードをのせてそろえます。

デックのトップに表向きのサンドイッチ状態の 3 枚を置いたまま、 左親指で左上コーナーをリフルし

て、 「このように弾いていきますから、 好きなところでストップをかけてください。 ストップがかかっ

たところでこのようにカードを分けます」 と言って、 まん中へんでカードを分けますが、 あとでブラッ

プフォースするときの関係で、 かなり両手の甲を相手に向けたカットの仕方をします。

カードをそろえ、 リフルしてストップをかけさせます。 ストップがかかったら、 右手はトップの 1 枚だけ

を取り、 いかにもカットしたように両手を分け、 左手のカードを立てて、 いちたばん上のカードをプッ

シュし、 そのカードの表を相手に見せておぼえさせます。 左手を水平に戻すとき、 プッシュしたカー

ドを引き、 表向きのカードをカバーするようにします。 そして右手の 1 枚をパチンと左手のカードの

上に置きます。

「あなたのカードは中の方にあり、 表向きの 2 枚が上にあります」 と言いながら、 上の 2 枚をダブ

ルリフトして右にずらし、 表向きの 2 枚を見せます。 それらを戻し、 そしてカードに魔法をかけてか

ら、 トップの 3 枚を広げて、 表向きの 2 枚の間に裏向きのカードがはさまれたのを見せます。 相

手のカードを名乗らせてから、 そのカードを抜き出して表を見せます。
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ディレイドサンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 9 月 11 日 =

相手のカードがサンドイッチされたと思われたときには、 まだ相手のカードはサンドイッチされ

ておらず、 そのあとダミーカードが相手のカードにスイッチされるというものです。 この原理に

よれば、 どのようなスイッチの方法でも応用可能ですが、 スイッチの部分が手順の中にうまく

埋め込まれていという点が、 この作品の成立させています。

* 方　法 *

「2 枚のカードを使います」 と言って、 表を上にして広げ、 2 枚の黒いＪをアップジョグします。 そ

のままカード全体を裏向きにし、 アップジョグの 2 枚を抜いてトップに置きますが、 下に１枚の裏向

きのカードをアディションし、 3 枚を右手のビドルポジションに持ちます。 上の 1 枚をデックの上に

引いて取り、 その上に右手の 2 枚を重ね、 3 枚をそろえてテーブルの右の方に置きます。

デックから相手に 1 枚のカードを選ばせ、 トップにコントロールします。 相手のカードをクリンプし、

相手にデックをシャフルさせてから、 クリンプカードをトップに運んでもかまいません。

デックを左手に持ち、 右手でテーブルのカードを取りにいくとき、 トップカードの下にブレークを作り

ます。 右手のカードを左手のデックの上に置き、 カードに対して魔法をかけます。 右手でブレーク

上の 4 枚を取り、 ここからコスキーチェンジを行います。

すなわち、 いちばん上の表向きのカードをデックの上に

引いて取りますが、 デックより 2.5cm ほど前にずらして取

ります。 それからつぎの裏向きのカードをデックの位置に

合わせて取ります。 そして残りの 2 枚をデックより 2.5cm

ぐらいに手前にずらして置きます。 図 1。

図 1 のように置いたら、 「1 枚のカードがはさまりました」 と言います。 このとき、 左手を少し前方

に傾けることによって、 ダブルになっているカードがカバーされます。

「あなたのカードは何でしたか」 とたずねながら、 右手の

親指を手前に出ている 2 枚のエンドに当てて、 図 2、

1

2
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その 2 枚を前方に押していき、 前に突き出ているカード

にそろえます。 図 3。

それから突き出ているカードの前端をつかみ、 図 4、

それらのカードを抜き出します。 そして図 5 のようにファ

ンに広げ、

右手を図 6 のように返して、 選ばれたカードがはさまれて

いるのを示します。

* 備　考 *

前述の ' コスキーチェンジ ' は、 ロベルト・ジョッビも解説している、 スタンダードなやり方です。

このやり方には 2 つの欠点があると思います。 ひとつ目は、 裏向きのカードが動かないことが

残像として残るということです。 鏡に映して実験してみてください。 図 2 から図 3 のようにそろ

える動作を速くやればやるほど、 裏向きのカードがもとの位置から動かないのが目立ちます。

すなわち、 図 2 から図 3 へそろえる動作は、 むしろゆっくりやった方がよいのです。

3

4

5

6
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カスタムメードサンドイッチ

= 加藤英夫、 2012 年 10 月 20 日 =

前述の ' ディレイドサンドイッチ ' を読んだ瞬間、 いったん広げてサンドイッチ状態を見せた

ものを、 なぜ閉じてまた開いて見せるのかという、 このやり方の根源にある弱点を強く感じま

した。

明らかにこれから解説するバージョンは、 前作より優れていて、 前作は存在価値がなくなり

ましたが、 改良点を比較していただくために収録しておきました。

カードマジックを考案した時点では、 考案した満足感からか、 自分で弱点を気づきにくいと

いうことがあります。 最近は経験が深まったからか、 歳を重ねて感性が豊かになったからか、

そのような弱点を気づきやすくなっているのと同時に、 弱点を解決する方法も思いつきやす

くなりました。

弱点を解決する方法が、 手法的バリエーションであることもありますが、 この場合は、 いちど

開いて、 閉じて、 また開く、 ということを解決するわけですから、 その操作に正当性を与え

る必要があります。 それが取ってつけたような正当性ではなく、 全体の演出の中に溶け込ん

だものであることが望まれます。

今回思いついたものは、 操作の怪しさを解消するための演出が、 サンドイッチトリックの演出

としてとても面白いものであるという、 たいへん貴重なものとなりました。

* 方　法 *

2 枚の表向きのＪの間に 1 枚の裏向きのカードがはさみ、 3 枚を広げた状態で示して、 「これはサ

ンドイッチです。 売られているサンドイッチは、 このようにはさまっているものが最初から決まって

います。 言ってみればこれは、 レディメードのサンドイッチです。 これはこちらに置いておきます」

と言って、 3 枚をそろえてテーブルに置いておきます。

原案では、 最初に裏向きのカードをはさむのを密かに行っていますが、 このように裏向きのカード

をはさむのを明示することが、 根本的に違いです。

「最近は何でも、 カスタムメードのものが人気を呼んでいます。 ですからカスタムメードのサンドイッ

チを作ってみたいと思います。 はさむ物として、 1 枚のカードを選んでください」 と言って、 相手に

1 枚のカードを選ばせます。 おぼえたらデックに返してもらい、 トップにコントロールします。

テーブルからレディメードのサンドイッチを取り上げ、 「レディメードサンドイッチをこのように開きま

す」 と言って、 32 ページの図 1 のように置きます。 「そして魔法をかけてから、 またサンドイッチ
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をそろえます」 と言いながら、 セリフ通りのことを行います。

33 ページの図 4 のようにつかみ、そのまま前に運んでテーブルに置きながら 「これでカスタムメー

ドサンドイッチの完成です」 と言います。

「あなたが選んだカードは何でしたか ｣ とたずね、 3 枚をテーブル上で広げ、 はさまれているカー

ドを抜いて表向きします。 「たしかにあなたの選んだカードです」 と言って締めくくります。

インポシブルメンタルキャッチ

= ボブ ･ キング、 " カードノーツ "、 1998 年 =

このマジックも、 サンドイッチされているダミーを相手のカードとすり替える原理によりますが、

ダブルバックカードを使用することにより、 無駄のない動作ですり替えが行われます。

もうひとつこのマジックで素晴らしいと思うのは、 相手の指定したカードを見えない状態で抜

き出すという口実で、 相手が指定したカードをトップにカルしてしまうという大胆な手法です。

このアイデアはサンドイッチマジックのみならず、 様々な現象に応用可能です。

* 方　法 *

あらかじめトップにダブルバックカードをセットしておきます。

2 枚の黒いＪを抜き出して、 表向きにデックの上にのせ、 広げて見せたあとに下にダブルバックを

スチールして 3 枚をそろえます。 そのとき 3 枚をひっくり返して反対側を見せてもかまいません。

それから上の 1 枚を引いて取り、 その上に右手のカードを重ね、 サンドイッチ状態した 3 枚をテー

ブルに置きます。

相手に 1 枚のカードを言わせます。 カードを広げて相手のカードを見つけ、 1 枚の見えないカード

を抜き出すという仕草で、 相手の指定したカードをトップにカルします。

透明なカードをテーブルに置いてあるＪの方に向かって投げる演技をします。 右手でテーブルの

カードを取り上げて、 ファンに広げてＪの間に 1 枚の裏向きのカードがはさまれたのを見せます。

はさまれた裏向きのカードを左手でデックの上に抜き取ります。 トップの 2 枚をダブルプッシュして、

表向きのＪでデックの上に表向きにひっくり返します。 すぐに上の 1 枚を押し出してテーブルに置き

ます。
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Part 6　デュプリケートカードメソド

この Part は、サンドイッチカードとしてデュプリケートカードを使用する作品を集めました。デュ

プリケートカードといっても、 いくつかのタイプがあります。

使うサンドイッチカードがクラブのＪとスペードのＪだとしたら、 それらを 2 枚ずつ使うやり方もあ

ります。 一方のペアをテーブルに置いた状態で、 密かに他方のペアの間に選ばれたカード

をコントロールすれば、そのあとサンドイッチカードをデックに加えれば、それだけでサンドイッ

チ現象が発生します。

同一のジョーカー 2 枚をサンドイッチカードを使う場合は、 同じジョーカーがあと 1 枚あるだ

けでもうまく利用できます。' モンキーインザミドル ' がその好例です。1 枚目と 2 枚目のジョー

カーの間に選ばれたカードがすでにはさまっているのに、 その上に 3 枚目のジョーカーがあ

れば、 2 枚のジョーカーの間に何もないように見せられるからです。

そして 3 つ目のタイプは、 厳密にはデュプリケートカードではなく、 ダイヤの７とハートの６に

対して、 ハートの７とダイヤの６という、 シミラーツインをデュプリケートカードとして働かせるも

のです。 シミラーツインなら、 ノーマルデックで演じることができます。

ザファインダーズ

= オーヴィル ・ メイヤー、 雑誌 " ジンクス "、 1934 年 11 月 =

デュプリケートカード使用タイプで、 私が見つけた中でもっとも初期の作品です。

* 準　備 *

たとえばダイヤの４とクラブのＱのデュプリケートカードを用意します。 1 枚のダイヤの４をトップに

表向きに置き、 もう 1 枚のダイヤの４をその上に裏向きに置きます。 ボトムにクラブのＱを表向き

に置き、 もう 1 枚のクラブのＱをその下に置きます。

* 方　法 *

トップから 2 枚目の表向きのカードを見せないように広げて、 1 枚抜かせます。 相手が見ておぼえ

たら、 トップに返してもらいます。

「上と下から 2 枚のカードを使います」 と言って、 トップカードの手前端を持ち上げて、 トップから 2

枚目のカードを抜き出して、 表向きにテーブルに置きます。 そしてボトムから１枚抜き出し、 やは
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りテーブルに表向きにまえに置いたカードの上に置きます。 そのあとデックをテーブルに置き、 相

手に 1 回カットさせ、 下半分を上半分にのせて、 よくそろえてもらいます。

デックを左手に持ち、 右手に抜き出した 2 枚を持ち、 「こちらのカードであなたのおぼえたカードを見つ

けます」 と言って、 両手を背後にまわし、 右手は速やかに 2 枚をお尻のポケットに隠してしまい、

それから両手を前に出します。

カードをテーブルにリボンスプレッドし、 2 枚の表向きのカードの間に１枚の裏向きのカードがある

のを見せ、 それら 3 枚をスプレッドから前に押し出し、 相手のカードを名乗らせてから、 はさまっ

ているカードを表向きにします。

モンキーインザミドル変案

= ピート ・ マカベ、 " ジニーフォーラム "、 2002 年 7 月 23 日 =

ビル ・ ゴールドマンの ' モンキーインザミドル ' は売りネタですから、 原案そのものを書くわ

けにはいきません。 そこで仕掛を知っていることを前提にして、 2 つのバリエーションを収録

しておくことにいたしました。

* 方　法 *

ポケットから ' モンキーインザミドル ' 用の 3 枚を取り出して、 表向きにノーマルデックの上に置き

ます。 そして上の 2 枚を広げて右手に取りますが、そのとき左手を返して、もう 1 枚の表向きのカー

ドが見えないようにします。 右手の 2 枚を相手に渡して調べさせます。

デックを表向き両手の間に広げて、 相手に 1 枚指ささせ、 それをおぼえさせます。 カードを閉じる

とき、 相手がおぼえたカードをカルして、 そろえながらバックに運びます。

デックを裏向きにして、 ' モンキーインザミドル ' のカードを、 表向きに 1 枚ずつデックのトップに置

きます。 それから魔法をかけて、 トップの 3 枚を広げて、 サンドイッチ状態になったのを見せます。

相手がおぼえたカードを名乗らせてから、 はさまれているカードを抜いて表を見せます。
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マウストラップ

= 加藤英夫、 2000 年 1 月 14 日 =

サンドイッチマジックは数多くあるのに、 ギャフカードまで用意してまでやることはないんじゃ

ないの、 と自分自身でも思いますが、 すべての可能性に挑戦するのがクリエーターの定めと

いうものであり、 少なくとも、 ギャフカードでしか表現できない現象が実現できるのであれば、

そのようなマジックの存在価値はあると思います。

* 準　備 *

' モンキーインザミドル ' 用の 3 枚を、 胸ポケットに入れておきます。

* 方　法 *

「ねずみ取りのことを英語でマウストラップと言いますが、 その働きをカードでご覧にいれましょう」

と話をしてから、 ポケットから 3 枚のジョーカーを取り出し、 2 枚のジョーカーとして表向きに広げ

ます。 上の 1 枚が加工されていないジョーカーです。

デックのトップカードの下にブレークを作り、 表向きのジョーカーをその上でそろえつつ、 ブレーク

の上のカード 4 枚をビドルポジションに取ります。 上の 1 枚をデックの上に引いて取り、 「この 2

枚のジョーカーの間にカードがはさまるのです」 と言って、 右手の 3 枚をトップに置きます。

トップの 2 枚の表向きのジョーカーを広げて右手に取り、 広げた状態でテーブルの右の方に置き

ます。 デックのトップには裏向きのカードが残り、 その下にノーマルなジョーカーがあります。

トップから 2 枚目の表向きのジョーカーの下にブレークを作り、 ボトムから 10 数枚のカードをトップ

にまわします。 ブレークはそのまま保ちます。 「1 枚のカードを指さしてください」 と言ってカードを

広げますが、 ブレークの上のジョーカーをカルして、 広げたカードの下に抜き出します。

指さされたカードをアップジョグして、 左手を持ち上げてアップジョグカードの表面を相手に見せ、

記憶させます。 左手を下げ、 左手のカードの上に右手のカードを置くとき、 アップジョグカードの

下にカルしているジョーカーをすべり込ませます。そしてアップジョグカードを押し込むとき、そのカー

ドの上にブレークを作ります。

ブレークからダブルカットします。 相手のカードがトップにきて、 その下に表向きのジョーカーがき

ています。 デックをテーブルに置いて、 まん中あたりからカットして、 2 つのパケットを並べます。

右に置いてあるジョーカーを 1 枚ずつ取って、 2 つのパケットうちもとのトップのパケットの上に置

きます。 2 枚のジョーカーを置いたら、 もうひとつのパケットをそのパケットの上に重ね、 カードを

よくそろえます。
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カードに魔法をかけ、 リボンスプレッドします。 2 枚のジョーカーの間に裏向きのカードが現れたよ

うに見えます。 3 枚 (4 枚 ) を抜き出し、 相手のカードを名乗らせてから、 中央のカードを抜いて表

向きにして見せます。

* 備　考 *

私はマリック師に ' モンキーインザミドル ' を見せられて、 驚嘆したのを記憶しています。 マ

リックさんのもとで仕事をするようになったのは、 2003 年であり、 このバージョンの考案日が

2000 年になっていますから、 どうやら私は独自にこのトリックの原理を見つけていたようです。

いずれにしても、 ギャフカードをノーマルデックに加えて演じる私のアイデアは、 ビル ･ ゴー

ルドマンの ' モンキーインザミドル ' を演じるときにも役立ちます。

なお、 ' モンキーインザミドル ' の YouTube の映像を見ると、 2 枚の表向きのカードをいっしょ

にトップに置くマジシャンがいますが、 2 枚いっしょに置いてはいけません。 1 枚ずつはっき

りと置くことが大切です。
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Part 7　変化現象

この Part には、 サンドイッチ状態ではさまれているカード、 もしくはサンドイッチカードが変

化するという現象の作品を集めました。

ユーモアリングザホビイスト

= ノーマン ･ ホートン、 雑誌 " ヒューカードマジックマンスリー "、 1948 年 9 月 =

フェイスダウンサンドイッチの Part に収録した ' プロセスサンドイッチ '(102 ページ ) の原理は、

私が発見したととばかり思っていましたが、 なんと 1948 年に考えられていました。 タイトルは

' マニアを喜ばす ' 程度の意味合いで、 一般の観客に見せるようなものではない、 として書

かれています。 たしかに書かれているマジックの構成は、 インパクトの点で私のものより弱い

かも知れませんが、 サンドイッチカードの方が変化してしまうというのは、 記録としては残して

おかないわけにはいきません。

* 現　象 *

2 人の客に選ばれたカードが、 デックの中に入れてシャフルされます。 3 枚のカードを出して、 そ

のうちの中央の 1 枚を表向きにして、 2 枚の裏向きの間に表向きのカードがサンドイッチになった

状態の 3 枚をデックの中にまぎれ込ませ、 相手にデックをカットさせます。 それらのカードがどこ

にいったかわかるはずがありません。 マジシャンはデックを背後に運び、 ある操作を行います。

カードを裏向きにテーブルに広げます。 中央あたりに表向きにカードがあります。 そのカードの両

側のカードを抜き出すと、 それらは 2 人の客の選んだカードです。

* 方　法 *

2 人の客に 1 枚ずつ選ばせ、 トップとボトムにコントロールします。 デックを広げて 3 枚のカードを

抜かせ、 そのうちの中央の 1 枚を表向きにして、 両側のカードが客の選んだカードではないことを

確認します。 それからそれらをトップに置き、 客にカードを 1 回カットさせます。

デックを受け取り、 背後に運びます。 客のカードはだいたいデックの中央にありますから、 時間の

節約のために、 トップの 4 分の 1 ぐらいをボトムにまわします。 それから、 トップカードを右手に取

り、 つぎのカードをその上、 つぎを下、 つぎを上、 と交互に取っていきます。 30 枚程度行ったら、

右手のカードを左手のカードに重ねます。

デックを前に出し、 テーブルにリボンスプレッドします。 表向きのカードと両側のカード、 計 3 枚を

抜き出し、 2 人のカードを名乗らせてから、 両側のカードを表向きにします。
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トリプレット

= ウィリアム ・ ミーゼル、 雑誌 " プリカーサー "、 1988 年 4 月 =

この作品自体は変化現象ではありませんが、 このあと解説する変化現象作品の土台となっ

たものなので、 ここに収録いたしました。

* 方　法 *

よくシャフルされたデックから 3 人の客に 1 枚ずつ選ばせ、 デックをファンに広げて、 客のカードを

別々の位置に押し込んで返してもらいますが、 3cm ぐらいアウトジョグさせておきます。 3 枚をア

ウトジョグさせたままカードを閉じ、 3 枚を右手の親指と他の指でつまんで、 デックの中に押し込み

ます。 3 枚の間にあるカードすべてがデックの手前から突き出ます。

突き出たカードを少し持ち上げて、 3 枚の客のカードのうち、 いちばん下のカードの上にブレーク

を作ります。 そして突き出たカードを引き抜き、 デックのトップに置きます。 これによってブレーク

の下に 1 人のカード、 ブレークの上に 2 人のカードがくることになります。

ブレークからダブルカットします。 その結果、1 人のカードがトップ、2 人のカードがボトムにきます。

ボトムの 2 枚をハーフパスしてひっくり返します。

ボトムカードの上に左小指のブレークを保持し、右親指でトップカードの下にブレークを保持し、デッ

クをカットして、 下半分を上半分の上にのせるとき、 左手のブレークの下のカードを右手のブレー

クの下にすべり込ませます。 その結果、 表向きの 2 人の客のカードの間に、 裏向きの 1 人のカー

ドがはさまります。

サンドイッチされているカードを選んだ客に、 選んだカードを名乗らせてから、 デックを表向きにリ

ボンスプレッドします。 裏向きの 2 枚にそれがはさまれています。 3 枚をサンドイッチのまま抜き出

し、 他の 2 人の客のカードを名乗らせてから、 2 枚を表向きにします。

パンの変身

= 加藤英夫、 1999 年 12 月 9 日 =

前述のミーゼルのマジックの現象は、 たしかにふつうのサンドイッチ現象と異なってはいます

が、 すっきりした現象とは言えません。 サンドイッチ状態の 3 枚が現れ、 それら 3 枚が 3 人

の客のカードであるという現象は、 そのような状態になることの意味を伝えるパワーを持って

いません。 よっぽど、 3 枚のカードがいっぺんにリバースした方がピンときます。

初めにパンの役目をする 2 枚が客のカードではなく、 サンドイッチ状態になったあとに、 そ

の 2 枚が客のカードに変化するというふうにすれば、 起承転結がつくはずだと考え、 つぎの
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マジックを考案するにいたりました。

* 方　法 *

3 人の客に 1 枚ずつ選ばせ、 3 枚をトップにコントロールします。

「選ばれたカードを当てるのに、 2 枚のカードを使います」 と言いながら、 表を自分に向けてカー

ドを広げ、すぐにトップの2枚をグリンプスし、それらのどれとも対照的な1組のマッチングペアをアッ

プジョグします。 グリンプスした 2 枚が絵札でなければ 2 枚の黒いＪ、 Ａが含まれていなければ 1

組のＡ、 などです。 2 枚のＪを使うこととして説明します。

2 枚のＪをアップジョグしたままデックを裏返します。 アップジョグされた 2 枚を抜いて表向きにしな

がらトップカードの下にブレークを作り、 ブレークの上の 3 枚をビドルポジションに持ちます。 上の

Ｊをデックのトップに引いて取り、その上に右手の 2 枚を 1 枚としてのせます。 デックをカットします。

「表向きの 2 枚がパンであると想像してください。 パン 2 枚の間に何かがはさまれば、 サンドイッ

チになります。 ところであなたのカードは何でしたか」 と、 すでにはさまれているカードを選んだ客

にたずねます。 それからカードを広げて、 2 枚の表向きのカードの間に裏向きのカードがはさまれ

ているのを見せます。

上のＪがトップにくるようにカードをカットします。 上から 3 枚を広げて右手に取り、ひっくり返してトッ

プにのせ、 ふたたび 3 枚を広げて中央のカードが 1 人目のカードであるのを示します。

3 枚をそのままの向きでそろえるとき、 下に 1 枚をアディションし、 右手にビドルポジションに持ち

ます。 いちばん上のカードをデックのトップに引いて取るとき、 右手のパケットの下にデックのトッ

プから 1 枚のカードをスチールしますが、 そのカードと上のカードの間にブレークを作ります。 つぎ

のカードをトップに引いて取るとき、 ブレークの下の 1 枚をドロップします。 そして最後の 2 枚を 1

枚として左手のカードのトップに置きます。

デックを 1 回カットしてから、 「こんどはサンドイッチのパンの方に魔法をかけます」 と言って、 カー

ドに魔法をかけます。 カードをスプレッドして、 表向きのカードとその両側のカードをアップジョグし、

それを抜き取り、 他のカードを捨てます。

残りの 2 人のカードを名乗らせてから、 表向きの両側のカードを表向きにして、 2 人のカードであ

るのを見せます。 　
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間違えたサンドイッチ

= 加藤英夫、 2012 年 10 月 24 日 =

* 方　法 *

「つぎにお見せするのは、 サンドイッチにまつわるマジックです。 サンドイッチに使うパンは、 マジッ

クの世界では黒いＪときまっていますので、 まずその 2 枚を抜き出します ｣ と話をして、 デックを表

向きに広げて、 2 枚の黒いＪをアップジョグします。 広げたカードを閉じるとき、 フェースの 1 枚の

下にブレークを作ります。

アップジョグしている 2 枚のうち 1 枚のＪを抜いてフェース

に置き、 ブレーク上の 1 枚とそろえます。 もう 1 枚のＪを

抜いてフェースにのせるとき、 図 1 のように、 ブレーク上

の 2 枚を少し右にずらします。

そして右手を図 2 のようにかけるとき、左手の指先を使い、

Ｊの下のエクストラカードを緑線の位置までずらします。

それら 3 枚を右手に取ったら、 左手のデックを裏返しな

がらトップカードの下にブレークを作ります。 そして右手

のカードをデックの上に置きますが、 ずれているエクスト

ラカード (緑 線)をトップカードの下にすべり込ませ、 図 3、

表向きのＪをそろえると同時に、 ブレークの下に入れたカードもデックにそろえてしまいます。 ｢ パ

ンのカードはあとで使います」 と言って、 右手の表向きの 2 枚のＪをテーブルに置きます。

左小指のブレークを右親指で継承して、 デックを右手でビドルポジションにつかみます。 「つぎは

あなたが何のサンドイッチがよいか、 はさむ中身を決めましょう」 と言って、 ドリブルオフして相手

にストップをかけさせます。 ストップしたら、 左手のトップカードを押し出しながら左手を上げて、 押

し出したカードの表を相手に見せておぼえてもらいます。 「これがあなたが注文したサンドイッチの

1

2

3

2
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左手を下げて裏を上に向け、 相手に見せたカードを図 4

のように右手のカードの上にのせ、 ブレーク上の 2 枚と

そろえます。

左手の残りのカードを右手のカードの上にのせますが、 少し左にずらしてのせます。 つぎにブレー

クの下のカード全部を上にまわし、 最後にブレークの上の 3 枚を上にまわして、 またブレークを作

ります。

「それではサンドイッチを作ります」 と言って、 2 枚のＪを

右手で取り上げますが、 そのとき左手はトップカード ( 選

ばれたカード ) をほんの少しだけ右にずらします。 図 5。

3 枚目の下のブレークは保持し続けます。

そして右手の 2 枚をデックの上に運び、 上のＪを引いて

デックの上に取るとき、 残りのＪの下に選ばれたカードを

スチールします。 引いたＪをデックより少し前に置きます。

図 6。 「まだパンの間には何もありません」 と言います。

そして右手の 3 枚をデックの上に取っていきますが、 図 7

のように広げて置きます。

右手のＪ ( とその陰の選ばれたカード ) をデックの上のＪの上に重ね、またそれらを右手に取ります。

右手のカードをデックの上でグルグルまわして魔法をかけます。 「このようにするとサンドイッチが

できるのです」 と言います。

中身です」 と言います。

4

5

6

7
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「問題は、 はさまった中身があなたが注文したものかどう

かです」 と言いながら、 3 枚をそろえてブレーク上の 2 枚

とともに 5 枚をひっくり返し、 図 8 のように広げて、 「これ

はあなたが注文した選んだ中身のカードですか ｣ 問いか

けます。 相手は否定します。

カードをそろえますが、ブレーク上の 5 枚をほんの少しデッ

クより前にずらします。 そしてデックを手前にビベルさせ

ながら、 5 枚の左上コーナーを右手でつかみにいきます

が、 いちばん上のカードを図 9 のようにずらし、 右手は

下の 4 枚をつかみ、 手前に返してデックの上に置きます。

トップから 3 枚を広げて右手に取り、 「注文と違うサンドイッチができてしまった場合は、 このように

魔法をかけます」 と言って、 右手の 3 枚をぐるぐるとまわします。 それから 「あなたが注文した中

身のカードは何でしたか」 とたずね、 右手を返します。 「この通り、 注文通りのサンドイッチになり

ました」 と言って終わります。

8

9
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Part 8　トランスポジション現象

この Part には、 サンドイッチ状態のカードにおいて、 様々なタイプの飛行現象が起こる作品

を集めました。 作品数も多く、 現象の違いが多岐にわたりますので、 この Part の作品につ

いては、 発表時期の順に収録することにいたしました。

ミッションアコンプリッシュド

= ロイ ・ ウォルトン、 " デヴィルズプレイシング "、 1969 年 =

サンドイッチカードがトップとボトムから飛行して、 選ばれたカードをはさみます。

* 方　法 *

2 枚の赤いＡを抜いて、 表向きにテーブルに置きます。 デックを左手に裏向きに持ち、 １枚の赤い

Ａを表向きにボトムに、 もう 1 枚の赤いＡを表向きにトップに置きます。

デックの左上にコーナーをリフルしてストップをかけさせます。 そこからカードを分けて、 下半分の

トップカードを相手に取らせます。

相手がカードを見ているときにカードをそろえます。 ふたたびカードをリフルしてストップをかけさせ

ますが、 ストップがかかったらトップの 1 枚だけを持ち上げて、 左手のカードのトップに相手のカー

ドを返させ、 その上に右手の１枚をパチンと置きます。 いわゆるモックパスとかブラッフパスといわ

れている技法です。

カードを広げていちばん上といちばん下に表向きにＡがあるのを見せます。 「このようにカードをこ

すると」 と言って、 トップを右手でなぜて、 アードネス / フーディニチェンジを行います。 トップから

表向きにＡが消えました。

「こちらのＡも消えています」 と言って、 デックをひっくり返しつつターンオーバーパスを行います。 ボ

トムのＡも消えています。 デックを裏向きにテーブルにスプレッドします。 表向きの赤いＡの間に 1

枚の裏向きのカードがはさまれています。 相手のカードを名乗らせてから、そのカードを見せます。

* 備　考 *

雑誌 " ジニー ",1972 年 5 月号のブルース ・ サーボンによると、 このマジックは彼とウォルト

ンが英国と米国にすむ 2 人がやり取りをして、 お互いに研究したものだとのことです。 サー

ボンのやり方にはつぎの違いがあります。
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モックパスでコントロールするのではなく、 相手にピークさせたカードをサイドスチールします。 相

手のカードをパームした右手でフェースとボトムに表向きのＪのあるデックをたたき、 パームしてい

る裏向きのカードをトップに残し、 Ｊが相手のカードを探しに出かけたと言います。 ボトムにあった

Ｊも消えたと言って、 ターンオーバーパスしながらデックを表向きにして、 ボトムにＪがないことを見

せます。 それからカードを裏向きに戻して、 広げてサンドイッチ状態を見せます。

このトリックは、 ハンドリングについてはいくらでもバリエーションが考えられます。 極端な話、

ふつうのやり方で選ばれたカードをトップにコントロールして、 ウォルトンのやり方に続けること

もできます。 ティルトで選ばれたカードをトップから 2 枚目に入れることもできます。

ポイントオブディパーチャー

= アレックス ・ エルムズレイ、 雑誌 " ポールベアラーズレヴュー "、 1969 年 12 月 =

ほとんどのサンドイッチトリックは、 サンドイッチカードの間に結末としての現象が起きますが、

この作品の現象は、 サンドイッチカードの間から選ばれたカードが消失するというものです。

* 準　備 *

トップに AC、 ボトムに 5D、 中央に AC/5D ダブルフェースを AC を下に向けて入れておきます。

* 方　法 *

デックカットし、 間にブレークを保持します。 リフルフォースしてブレークから分けてカットします。

ダブルリフトして AC の下のカードの表を見せ、そのカードをおぼえさせます。 2 枚を裏向きに戻し、

上の 1 枚 (AC) をテーブルに置きます。

デック表向きにして、 2 枚の黒いＡを使うと言って、 広げて 2 枚の黒いＡをフェースに置きますが、 ダ

ブルフェースの AC を上に置くようにします。 2 枚のＡを広げて見せ、閉じて裏向きにデックのフェー

スに置き、 そろえる動作で下の 1 枚を落とし、 スペードのＡだけを右手に取ります。 フェースに 5D

が見えているので、 2 枚のＡを取ったことが印象づけられます。

左手のデックを裏向きにして左の方に置きます。 右手のカードを左手のディーリングポジションに

持ち、 右手でテーブルの相手の選んだカードと思われている AC を取り、 それをいかにも左手の

2 枚のカードの間に挿入する演技をして、 1 枚の下に入れます。

それら 2 枚を表向きにしてテーブルに置き、相手の手で押さえさせます。 デックを取り上げて、デッ

クをリフルするなどして、 客の押さえているカードに対して魔法をかけます。 そして 「Ａの間からあ

なたのカードを抜いてください」 と言って、 相手がカードを広げて、 相手のカートが消失しているの

を印象づけているとき、右手でトップの相手のカードをパームし、それをポケットから出現させます。



48

ゴーンサンドイッチ

= ウィリアム ・ ザヴィス、 雑誌 " パビュラー "、 1975 年 4 月 =

これはデックが 2 組に分けられ、 一方の組に 2 枚のサンドイッチカードがリバースされて入れ

られ、他方の組に選ばれたカードが入れられて、最初の組からサンドイッチカードが消失して、

他方の組で選ばれたカードがサンドイッチ状態になっている、 というサンドイッチカードの飛

行現象という、 他に類を見ない奇妙なバージョンです。

* 方　法 *

デックを表向きに両手の間に広げ始めますが、 フェースから 2 枚目を少しダウンジョグしておきま

す。 そして同色同数の 2 枚をアップジョグします。 黒いＪを使うこととして説明します。

アップジョグしたうちの 1 枚をデックのフェースに他のカードにそろえて置き、 もう 1 枚のアップジョグカード

を抜いてフェースに置きますが、 他のカードよりカードの長さ半分ほど手前にずらして置きます。

右親指を手前にずれているカードの手前エンドに当てて、

図 1、

右手を前に進めていき、 ダウンジョグカードに親指が当

たったら、ダウンジョグカードより上のカードを持ち上げて、

右手の親指と人さし指で 4 枚の手前エンドをつかみます。

図 2。

そのまま 4 枚を向こうに返して裏向きにデックのフェース

に置きます。 図 3。

1

2

3
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さらに動作を続けて、 右手の指先を図 4 のように当てて、

上のカードを図 5 のように手前にずらし、

薬指の先を 2 枚目のカードに当てて、 図 6、

2 枚を図 7 のように前にずらします。

それから左中指の上で 2 枚をいっしょにつかみ、 それら

2 枚を取り上げると同時に、 左手を図 8 のようにねじって

デックを裏向きにテーブルに置きます。

4

5

6

7

8
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左手はデックを置いたらそのまま中央でカットして、 持ち

上げた半分を表向きに返しながら、 右手の 2 枚のそばま

で戻します。 図 9。

右手の裏向きの 2 枚を表向きの半分の中央に押し込み、 ダブルカットによっていちばん下に運び

ます。 そしてそのパケットを表向きのまま右の方に置きます。

左の裏向きのパケットを取り上げ、 ボトムの表向きのカー

ドを見せないように両手の間に広げ、 なるべくまん中近く

の 1 枚を指ささせ、そこでカードを分けて、指さされたカー

ドを右手のカードの上に、 図 10 のように置きます。 右手

を上げて、 指さされたカードの表を相手に見せて、 おぼ

えてもらいます。

そうしたら右手を下げて、 左手のカードを右手のカードの

上に重ねますが、左手のボトムカードをバックルして、アッ

プジョグされている選ばれたカードを左手のボトムの 2 枚

表向きのカードの間にすべり込ませます。 図 11。 そして

カードをそろえ、 アップジョグカードを押し込みます。

いま持っているパケットを指さして、 「あなたが選んでおぼえたカードはこの中に入っています」 と

言います。 テーブルのパケットを指さし、 「そして先ほどお見せした 2 枚のＪは、 こちらの組の中に

逆向きになって入っています」 と言います。

テーブルの表向きのパケットを取り上げ、 手に持っている裏向きのパケットの上に重ねます。 そし

て魔法をかけます。

表向きのカードを全部広げて、 「Ｊが消えました」 と言って、 表向きのカードをテーブルに置きます。

裏向きのカードを広げて、 サンドイッチ状態になっているのを見せます。 「Ｊはこちらに飛行して、 1

枚のカードを捕まえました。 あなたのカードは何でしたか」 と言います。 そしてはさまれているの

が選ばれたカードであることを見せます。

9

10

11
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サーチパーティ

= フィル ・ ゴールドスタイン、 " スキャターショット "、 1977 年 =

* 準　備 *

2 枚の同一に見えるジョーカーをデックに入れておきます。

* 方　法 *

2 枚のジョーカーを抜き出して表向きにデックのトップにのせますが、 そろえるときに上から 4 枚取

りあげ、 3 枚目の下に親指でブレークします。 上のジョーカーを左親指で引いてトップに取り、 そ

の上に右手の 3 枚をのせて、 ブレーク上の 2 枚を取ってテーブルに置きます。 そのとき下の裏向

きのカードが少しずれて端が見えるように置きます。 (ATFUS ムーブです )。

トップの 2 枚をボトムにアンダーカットします。 カードをリフルして相手にストップをかけさせ、 そこ

でカードを分けて上半分のボトムを相手に見せておぼえさせます。 右手のカードを左手のカードの

上にのせてそろえるとき、 ボトムプレイスメントで相手のカードをボトムにプレイスします。

テーブルのジョーカーを指ささし 「この 2 枚は捜索隊です」 と言って、 デックのトップに 2 枚を置き

ます。 ここで体を少し左に向け、 ボトムからカードをスチールしてトップにのせるカラーチェンジを

行います。 ジョーカーが消えたように見えます。 「ほら、 あなたのカードを探しに出かけましたよ」

と言います。

「そろそろ帰ってくるころでしょう」 と言って、 もういちど同じカラーチェンジを行います。 するとトップ

にジョーカーが戻ってきたように見えます。 トップの 3 枚を広げ、 相手のカードを名乗らせてから、

ジョーカーの間のカードを見せます。

* 備　考 *

カラーチェンジは、 表を観客に向けて横向きに持ち、 右手でデックのフェースをなぜて変化さ

せるやり方を使うとよいでしょう。

なぜる動作として右手を図 1 のようにかけ、 右手を手前

に引いてフェースカードを見せるとき、 左人さし指で押し

たバックカードを右手の親指のつけ根ではさんでスチー

ルし、 もういちどなぜるために図 1 の位置に運ぶとき、 そ

のカードをフェースに置きます。

1
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ジョーカーサンドイッチ

= ウェイン ・ ドブソン、 雑誌 " パビュラー "、 1979 年 4 月

* 方　法 *

2 枚のジョーカーを見せてテーブルに置くと見せて、 'ATFUS'("Card Magic Library 第 4 巻、 44 ペー

ジ ) を行います。 その結果、テーブルには表向きのジョーカーと裏向きのエクストラが置かれ、デッ

クのトップには裏向きのエクストラ、 2 枚目に表向きのジョーカーとなります。

デックを表向きにビドルグリップに持ちますが、 下から 2 枚目の上に右親指でブレークを保持しま

す。 左手でフェースからカードを取っていき、 相手にストップをかけさせ、 ストップしたところのカード

をおぼえさせます。 そのカードを右手のカードで裏返しますが、 フレッド ・ ブラウエのドロップスイッ

チを行います。 すなわち選ばれたカードを返すとき、その上にブレークの下の 2 枚を落とすのです。

そして左手のいちばん上の裏向きのカードを裏向きにテーブルに置きます。 そして右手のカードを

左手のカードに重ねて、 デックを裏向きにしてテーブルに置きます。

図 1 のような位置関係になるように、 それぞれのカードを

置いてください。

右手で 2 枚の表向きのＪと思われている 2 枚を取り、 ビドルポジションに持ちますが、 間にブレーク

を作ります。 そして左手で選ばれたカードと思われている 1 枚を取りにいきますが、 右手のブレー

クの下のカードをデックのトップにドロップしてしまいます。

右手を前に運び、 左手に取った 1 枚をいかにも 2 枚のＪの間にはさむ感じで、 右手のカードの下

にすべり込ませます。 ここで右手の 2 枚を 3 枚のカードのようにカウントします。 エルムズレイカ

ウントと同じように、 1 枚目を取って、 2 枚目を取るときに 1 枚目をスチールバックして、 それを 3

枚目として取るのです。

2 枚を左手の上にのせ、 右手を図 2 のようにかけます。

1

2
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両手を拝むときのような形にねじり、 図 3、

そこで左右の手に 1 枚ずつパームするような形として、

それから両手を離して、 両手の平を下に向けて、 それぞ

れのカードを表向きに落とします。 図 4。 間にあったはず

の選ばれたカードが消えました。 ここで少し間を取ります。

デックを表向きにしてリボンスプレッドします。 裏向きのカードを抜き出し、 選ばれたカードを名乗

らせてから、 そのカードを表向きにして見せます。

ミッションサクセスフル

= ピーター ・ ダフィ、 " クロースアップトゥーザポイント "、 1984 年 =

フィル ・ ゴールドスタインの ' サーチパーティ ' に影響を受けた作品です。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを抜き出して見せ、 「これは 2 人の探偵です」 と言って、 デックのトップに表向きに置

きます。 カードを両手の間に広げて、 任意の 1 枚を抜かせます。 相手がカードを見ている間に、

いちばん上のＪの下にティルトのためのブレークを作ります。 右手で相手のカードを受け取り、 デッ

クのまん中へんに入れると言って、 そのカードをブレークの中に入れます。

トップの 2 枚をダブルで取り、 その 2 枚を右にずらして 2 枚のＪを見せ、 「ここにある 2 枚のＪが、

いまから犯人を捜しにいきます」 と言います。 デックをリフルしますが、 リフルパスのときと同じよ

うな弾き方をします。 そしてトップの 1 枚のＪだけを右手で取り、 その 1 枚を弾いて 1 枚のＪが消

失したのを印象づけます。 そのＪをトップに戻します。

こんどは本当にリフルパスを行い、 トップのＪをセンターに運びます。 デックを裏向きにテーブルにス

プレッドします。 中央にサンドイッチ状態の 3 枚が現れます。 それら 3 枚を抜き出し、 相手のカー

ドを名乗らせ、 中央のカードを表向きにして見せ、 探偵がみごとに犯人を捕まえたと説明します。

4

3



54

* 備　考 *

ティルトで相手のカードを 2 枚のＪの間に入れてしまい、 しかも間に入れたカードによってＪが

消失したのを見せるという、 じつに見事なアイデアだと思いませんか。 ティルトというひとつの

技法によって、 2 つの目的を達しているのですから。

しかしながら、 そのような見事さは、 マジシャンの側から見た見事さであって、 観客の視点

から見れば、 何の意味もなしません。 ときに私たちマジシャンは、 マジシャン側から見た巧

妙さによってマジックの価値を判断しがちです。 たとえば同等の現象を演ずるのに、 つぎの

ようなありきたりの方法を検討してみましょう。

あらかじめ探偵役の 2 枚を表向きにテーブルに置いておきます。 デックをドリブルオフするかリフ

ルして、 相手がストップしたところでカードをカットします。 トップの 2 枚をダブルリフトで見せ、 犯

人だと説明します。 2 枚を裏向きにして、 上の 1 枚をデックの観客側のエンドからデックの中央に

入れます。

テーブルに置いてある 2 枚のＪをトップに置き、 その下の相手のカードとともに取りあげ、 上のＪを

すべらせてデックのトップに取り、 右手の 2 枚をその上に重ねます。 これで原案と同じ状態になり

ました。 原案と同じ続け方をします。

ティルトで相手のカードをセンターに入れたと見せるのと、 ダブルリフトでセンターに入れたと

見せるのと、 どちらがよいでしょうか。 私はどちらがよいとは断定いたしません。 あくまでも実

際に観客に見せて判断することが大切だと考えます。 少なくとも、 やり方の巧妙性でマジッ

クの価値を判断することは、 パフォーマンスアートとしてのマジックの正しいあり方ではないと

思います。

ブラッフ A-X-A

= エドワード ・ マルロー、” マルローウィザウトティアーズ”、 1991 年 =

マルローは多くのサンドイッチトリックを発表していますが、 ジョン ・ ラッカーバーマーの” マ

ルローウィザウトティアーズ” の中には、 ブラフパスを使用した方法がいくつか書かれています。

ブラフパス （モックパス） とは、 デックのまん中へんでカットしたように見せて、 トップの１枚

だけを持ち上げ、 左手のカードの上に相手のカードを返させ、 右手の１枚をのせてそろえる

方法です。 いかにも相手のカードをデックのまん中へんに入れたように見せるわけです。

以下のサンドイッチトリックはブラフパスそのものを使っているわけではありませんが、 隣り同

士に入れたにもかかわらず、 間に何枚かのカードがあるかのように錯覚を起こさせるという、

ブラフパスと同等の原理によるものなので、 ブラフの名前がつけられています。 そもそもブラ
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フとは、’ ないのにあるように見せる’ というギャンブル用語です。

* 方　法 *

デックより 2 枚の赤いＡを抜き出して表向きにテーブルに置きます。 相手に選ばせたカードをトップ

チェンジなどにより他のカードにすり替えてテーブルに置きます。 ダブルリフトを使用してもかまい

ません。 すり替えたカードをテーブルに置いたあと、 デックをカットして相手のカードをまん中へん

に移し、 相手のカードの上にブレークを作ります。

右手でデックをつかみますが、 右親指でブレークを引き継ぎます。 ブレークを保ったままプレッ

シャーファンで広げると、 ブレークがあるために相手のカードのところが少しずれます。 1 枚のカー

ドを取り上げ、 相手のカードの右隣りにさし入れ、 ファンからはずれないかぎりずっと右にずらしま

す。 2 枚目の赤いＡを相手のカードの左隣りに入れ、 相手のカードよりやや左に位置させます。

図 1 のようにいかにも 2 枚のＡが 5、 6 枚離れて入れら

れたように見えます。 そしてＡを中に押し込み、 カードを

そろえます。

デックをテーブルに置き、 右手に相手のカードと思わせて

いるカードを取り上げ、 左手でカードの手前エンドをリフ

ルして、 右手のカードを勢いよく投げ入れます。 図 2。 赤

いＡの間に入れてはいけません。

カードを中に押し込んでそろえ、 すぐにデックをリボンスプレッドします。 2 枚の赤いＡの間に 1 枚

のカードがはさまれています。 そのカードを抜き出して相手のカードであるのを見せます。

* 備　考 *　(2004 年 6 月 17 日 )

上記の解説を読んで、 何かおかしいと思いませんか。 思わなかった方はもういちど解説を読

み、 何がおかしいか考えてください。 人が考えたマジックを読んで、 「何かおかしいぞ」 と

疑問を持ち、 疑問点を解決しようとするのも、 アイデアを考える手法のひとつであるのです。

おかしいのは、 このマジックがダブルイフェクトになっていることです。 離れた 2 枚のＡがくっ

1

2
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つくというトランスポジションと、 2 枚のカードの間に投げたカードがはさまるという 2 つの現象

です。 2 つの現象が連続して起こるならともかく、 同時に起こるというのは、 通常ビジュアル

インパクトが弱められます。

原著では上記の方法 2 の解説のまえに、 方法 1 の解説が書かれているのですが、 方法 1

ではカードを投げ込む動作がありません。 ピークさせた相手のカードの上にブレークを作っ

てプレッシャーファンし、 相手のカードの両側に方法 2 と同じように 2 枚の赤いＡを入れ、 そ

してスプレッドして見せます。’ 離れた 2 枚のカードが近づいて相手のカードをはさむ’ とい

うシングルイフェクトになっています。 よほどこちらの方がすっきりしていると思います。

* 追　記 *　(2012 年 10 月 19 日 )

前述の備考は、 マルローの’ ブラッフ A-X-A’ を読んだ直後に感じたことですが、 現在の

編集時点では、 マルローのやり方がおかしいとは感じません。 ダブルイフェクトだと感じるの

は、私が理論的に考えてそう感じたのであり、一般の観客にとっては、バラバラに入れたカー

ドが集まってサンドイッチ状態になったように見えるはずです。

このことは、’ トライアンフ’ がダブルイフェクトであるかどうか、 という問題と似ています。 混

ざったカードがそろって、 それから選ばれたカードだけがひっくり返ると、 理論的には 2 つの

現象が起こったことになりますが、 それらが同時に起こることによって、 ひとつの現象として

観客には見えるのです。 そのように割り切って演じないと、 このマルロー作品から最大の効

果を引き出しにくいと思います。

' 幻の訪問者 ' のささやかな改案

= ジェフ ・ アルトマン、 " ベストオブフレンズ第 2 巻 "、 1985 年 =

" ベストオブフレンズ第 2 巻 "(1985 年 ) に書かれている、 ジェフ ・ アルトマンの ' コールア

ゲイン ' は、 ラリー ・ ジェニングの不朽の名作 ' 幻の訪問 '(Visitor) のバリエーションです。

ハンドリングの改案であり、 けして全体として改良になっているとは思えませんが、 ひとつの

部分だけジェニングスバージョンに取り入れた方がよいフレーズがありました。

それとハンドリングの一部で替えた方がよいと思う私の案を加えて、" ラリー・ジェニングのカー

ドマジック入門 " の解説を土台として説明いたします。

* 方　法 *

同書 159 ページの図 205 と図 206 の 5 行上から、 " テーブルの左手前のパケットを取って左手に

持ちます " と書かれていますが、 その部分以降をつぎのようにやります。
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いまテーブルに赤いＱが 2 枚あり、 左手のパケットのトップは裏向きの選ばれたカード、 その下に

表向きの黒いＱがあり、 その下にブレークがあります。

右手でテーブルから 1 枚のＱを取って、 パケットのトップに置いて、 ブレーク上の 2 枚とぴったりそ

ろえます。 もう 1 枚のＱを取ってその上に置きますが、 1 枚目のＱより右にずらして置きます。

そして右手の指先を図 1 のようにブレーク上にさし入れ、

右手を左に返しながらカードをそろえ、 パケットより上に

ずらして置きます。

そして魔法をかけてから、 上の 2 枚を広げて、 裏向きの

2 枚の間に表向きの選ばれたカードがはさまれているの

を見せますが、 原著の図 206 では、 3 枚がパケットより

右上にずれた位置で広げられていますが、 その位置で広

げるとつぎの動作をやるときにカードがずれる恐れがある

ので、 図 2 のように左サイドをパケットの左サイドにそろ

えて広げてください。

右手で図 3 のようにつかみ、

右手を図 4 のように返して見せます。 これがジェフ ・ アル

トマンのアイデアです。

右手をもとの向きに戻し、 カードをパケットの上に置き、 ここから先は原著に書かれている通りに

続けます。

3

2

1

4
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* 備　考 *

以上を書いた直後に、 他に ' ビジター ' のバリエーションをチェックしようとしたところ、 いま

書いたばかりのアイデアが、 ジェフ ・ アルトマンよりもずっとまえに書かれていたのを見つけ

てしまいました。 したがって上記の解説もそれなりに書き直そうかと思いましたが、 そのような

ことがあったことを書くのも面白いと考え、 書き直しませんでした。

雑誌"エピローグ"1974年7月号　ハワード・シュワルツマンが'ナイトビジター'という作品で、

前述の図 3 から図 4 の見せ方を書いているのです。

サンドイッチトランスファー

= 加藤英夫、 1998 年 1 月 17 日 =

* 方　法 *

「4 枚の同じ数のカードを使いますが、 使うカードの数をあなたに決めていただきます。 ＡからＫま

でで好きな数を言ってください」 と言います。

相手が「７」を指定したとします。 デックを表向きに両手の間に広げて、4 枚の７をアップジョグさせ、

それらを抜いて表向きにテーブルに重ねて置きますが、 先に 2 枚の黒い７を抜いて置いて、 あと

から 2 枚の赤い７をのせるようにします。

「全部使うと時間がかかるので、 半分ぐらい使います」 と言って、 カットして半分をわきに置きます

が、 手元に 20 枚ぐらい残るようにします。

カードを広げて１枚のカードを相手に抜かせ、 おぼえさせます。 4 枚の７を取って表向きに右手に

ビドルポジションに持ち、 上の赤い７を左親指で引いてデックの上に取りますが、 下にブレークを

作ります。 そして 2 枚目の赤い７を引いて取るとき、 右手のカードの下にブレーク上の赤い７をス

チールします。 右手の 3 枚をいったんテーブルに置きます。

「赤い７をどこに行ったかわからなくします」 と言って、 デックを何回かカットしますが、 赤い７をボ

トムに運びます。

テーブル上の 3 枚を取ってトップに置き、 上の 1 を右にずらして、 2 枚の黒い７の間に相手が選ん

だカードを裏向きにはさみます。 相手のカードが黒い７にはさまれたことを強調します。

パケットをテーブルに置き、 「私が後ろを向いたら、 このように適当なところカードを持ち上げて、

隣りに置いてください」 と言いますが、 その通りのことを手真似しながら言います。 「そうしたら、

残りのカードをこちらに重ねてください」 と、 やはり下半分を上半分にのせる手真似をしながら言

います。 相手の前にパケットを置き、 後向きになり、 説明したことをやってもらいます。
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相手がカットしたら、 パケットを後ろ手に受け取ります。 そしてすぐ前に向き直ります。 「いまから

背後で秘密の操作をやります。 少し時間がかかりますが、 お待ちください ｣ と言いますが、 カード

が背後に隠れたら、 すぐつぎの操作を開始します。

トップカードを右手に取り、 つぎのカードは右手のカードの上、 そのつぎのカードは右手のカードの

下、 つぎは上、 つぎは下と、 全部なくなるまで取ります。

終わったらパケットを前に出します。 「あなたが選んだカードは黒いカードの間にありました。 私は

それを赤いカードの間に移したのです ｣ と言って、 パケットをリボンスプレッドします。

黒の 2 枚を指さして、 「ほら、 黒の間には何もありません」 と言います。 そして黒の 2 枚を抜き出

して、 広げて置きます。

「そして赤の間に 1 枚はさまっています」 と言って、 それら 3 枚を抜き出します。 選ばれたカード

を名乗らせてから、はさまっているカードを抜いて表を見せます。 「このマジックはうまくいきました」

と言って終わります。

万世のカツサンド

= 加藤英夫、 1999 年 11 月 17 日 =

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを抜き出して表向きにテーブルに置き、 「この 2 枚はあとで使います」 と言います。 1

枚のカードを相手に選ばせ、 トップにコントロールします。

「あなたは秋葉原にある肉の万世を知ってますか。 この店のカツサンドはおいしいですね。 今日

はカツサンドであなたのカードを当てます。 あなたのカードがカツで、 この 2 枚がパンとします」 と

言って、 2 枚のＪを取り上げつつ、 トップの相手のカードの下にブレークを作ります。

2 枚のＪを表向きにトップにのせてそろえ、 3 枚を取り上げて、 上の 1 枚のＪをデックのトップに引

いて取り、 2 枚の表向きのＪが左右の手に持たれている状態で、 「まだパンの間には何もはさまっ

ていません」 と言います。

右手の 2 枚を左手のカードの上にのせますが、 2 枚の下にブレークを作ります。 そしてまん中へ

んでカットしますが、 ブレークを維持します。

「万世のカツサンドには、 ふつうの厚さのものと、 厚いボリュームサンドがありますが、 あなたは

薄い方が好きですか、 厚い方がすきですか」 とたずねます。 相手が厚い方と言えば、 「それでは厚

い方であなたのカードをはさみます」 と言います。 薄い方がいいと言われたら、 「ああそうですか。

私は厚い方が好きですから、 厚い方であなたのカードをはさみます」 と言います。
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ブレークからリフルパスを行います。 トップカードを少し右

にずらし、 左手指先をボトムにさし入れて、 いちばん下

の相手のカードを右へすべらせて、 下から 2 枚目のＪを

左に引き出します。 図 1。

そして 「ほら、 こんなに厚いサンドイッチができました。 間違いなくあなたのカードははさまりまし

たね」 と言います。

笑いが落ちついたらカードをそろえて、 「でもマジックの場合は薄い方がいいんです」 と言ってから、

デックのだいたい中央からリフルパスを行います。 トップカードを少し右に、 ボトムカードを少し左

にずらして、 上にも下にもＪがないことを見せます。

「2 枚のＪが消えて、 このように」 と言いながら、 デックを広げます。 「薄いカツサンドができました」

とセリフを続けます。 3 枚を抜き出し、 相手のカードを名乗らせてから、 中央のカードの表を見せ

ます。

* 備　考 *

方法のバリエーションです。

選ばれたカードをボトムにコントロールします。 2 枚のＪをトップに置いてカットしますが、 Ｊの間に

ブレークを保持します。

リフルパスを行います。 トップとボトムにＪがあることを見せるとき、 ボトムのＪを左に引きつつ、 ボ

トムから 2 枚目の相手のカードを右にずらします。 左に引き出したＪを相手のカードの上に入れ、

カードをそろえます。

リフルパスしたのち、 原案と同様に演じます。

1
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アブノーマルサンドイッチ

= 加藤英夫、 2001 年 10 月 24 日 =

* 現　象 *

2 枚の黒いＪを表向きにデックの中に入れて、 突き出させておきます。 それからカードを広げて、

Ｊよりもかなり上にある 1 枚を相手に指ささせ、 そのカードをアップジョグして、 相手に見ておぼえ

させます。 デックを広げると、 2 枚のＪと選ばれたカードが離れていることがはっきりわかります。

2 枚のＪをデックの中に押し込み、 そして選ばれたカードを押し込んで、 魔法をかけます。 デック

をリボンスプレッドすると、 表向きの 2 枚のＪの間に 1 枚の裏向きのカードがはさまれていて、 そ

れを抜き出して見ると、 選ばれたカードなのです。

* 方　法 *

相手にデックをよくシャフルさせます。 デックを受け取って表向きに広げ、 「当然カードはよく混ざっ

ています」 と言います。 「サンドイッチトリックという分野がありますが、 今日はとてつもなく珍しい

サンドイッチトリックをお見せします。 あまりにも変わっているので、 アブノーマルサンドイッチと呼

ばれています」 と話します。

「サンドイッチにはパン 2 枚が必要です。 黒いＪを使うことにします」 と言って、 表を自分に向けて

デックを両手の間に広げ、 2 枚の黒のＪを見つけてアップジョグします。 アップジョグしたままカード

をそろえ、 横向きに裏返します。 アップジョグされた 2 枚のＪを抜いて表向きにデックの上に置き、

右手に広げて取り、 「この 2 枚がパンです」 と言います。

「パンのカードをこのあたりに入れておきます」 と言って、 2 枚のＪをそろえて表向きのままデック

の前端から、 デックの中央近くに入れて、 カードの長さ半分ぐらいアップジョグ状態とします。

「つぎにパンにはさまれるカードをあなたに決めていただきます。 このようにカードを広げていきま

すから」 と、 デックを両手の間に広げ始めながら言って、 「Ｊより手前のカードをどれか指さしてく

ださい」 と言います。 トップから 17、 8 枚目が指さされるのが理想ですから、 うまくタイミングを合

わせてください。

相手が指さしたら、 指さされたカードの右でカードを分け、

左手のトップカードを図 1 のように押し出して、 「ではこの

カードを使います」 と言います。

1
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右手のカードの左端のカードの下にそのカードをつかみ

ますが、 つぎにコンビンシングコントロールを行いますの

で、 左端のカードの下に重なるようにつかみます。 そして

すぐ右手を上げて、 指さされたカードの表を相手に見せ

ますが、 左手も同時に上げて、 右手の左端のカードを指

さし、 「このカードをおぼえてください」 と言います。 図 2。

図 3 のように左手の指先で、 右手の左端の重なっている

2 枚の左下をつかみ、

カードの裏面が上を向くように両手を下げながら、 右手の

カードを手前に引きますが、 左親指の先が当たっている

カードをアップジョグの位置に保ちます。 図 4。 相手が見

ておぼえたカードは右手のカードの下に引きます。

続けてカードをスプレッドしますが、 相手が見たカードは

スプレッドの下に保ち、 アップジョグされた表向きのＪを広

げた状態にして、 スプレッドの下では相手が見たカードを

2 枚のＪの間にすべり込ませます。 図 5。 点線の位置程度

にすべり込ませれば十分です。 この状態にしたら、 「パン

のカードとはさまれるカードは離れています」 と言います。

広がっているカードを閉じ、 「はさまれるカードはこちらに

まわします」 と言って、 図 6 のようにまわして、 手前に突

き出た状態にします。 そのとき、 カードの長さの半分ぐら

い突き出た状態にしてください。

2

3

5

4

6
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「パンのカードを押し込みます」 と言って ､ 図 7 のように

右手を当てて、 デックの中に 2 枚のＪを押し込みます。 プ

ランジャーの原理により、 相手が見たカードが手前に出

てきますが、 手前に出ているカードによって見えません。

図 7 の右手の形でＪを押し込むと、 図 8 のような形になり

ますが、 これによって突き出たカードが右の客から見えま

せんし、 しかもつぎの動作にうまくつながる形となります。

両手を起こしてデックを立てて、 デックの表面を観客の方

に向けますが、 そのとき右親指で突き出ている上の 1 枚

をデックの中に押し込みます。 図 9。

続けて右手でデックの上エンドをつかみ、 左手をデックから離して、 相手が見たカードが下から突

き出ているのを見せます。 「このカードも中に押し込みます ｣ と言って、 両手を戻してデックを水平

にして、 突き出ているカードを中に押し込みます。

デックに対して魔法をかけます。 そしてデックをリボンスプレッドしますが、 ボトム部分を広めに広

げて、 サンドイッチ状態の 3 枚が中央にあたりに位置するようにします。 「ほら、 サンドイッチがで

きました」 と言います。

3 枚を抜き出し、 相手が見たカードを名乗らせてから、 3 枚を返して、 そのカードがはさまれてい

ることを見せます。

7

8

9
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ミスメイドサンドイッチ

= 加藤英夫、 2002 年 6 月 1 日 =

このマジックの現象は、 赤い 2 枚のＪの間にはさまれたカードが、 黒い 2 枚のＪの間に飛行

するという現象ですが、 適切なセリフなしで演じたのでは、 無味乾燥なものになってしまいま

す。 セリフによってちょっとした味付けをするだけで、 面白さが格段にアップするという好例

です。

* 方　法 *

「あるコーヒーショップでのお話です。 その店ではたくさんの種類のサンドイッチを売り物としていま

した。 まず使用するパンを抜き出します」 という話をして、 デックを表向きに広げて、 2 枚の赤いＪ

を右の方に、 2 枚の黒いＪを左の方に置きます。 「パンは 赤パンと黒パンの 2 種類あります。 パ

ンにはさむ物として、 あなたに好きなカードを選んでもらいましょう」 と言って、 カードを広げて 1

枚を抜いてもらいます。

左手にデックを持ち、 右手で 2 枚の赤いＪを取り上げてデックのトップに広げて置き、 相手の選んだ

カードを右手に受け取ります。 右手を返してそのカードの表を見て、 「○○の××をパンにはさみ

ます」 とそのカードの名前を言います。 そのカードを裏向きに表向きのＪの間にはさんで 3 枚を閉

じますが、 下の１枚のカードを密かにアディションして、 右手に 4 枚をビドルポジションに持ちます。

右手のフェースカードを左親指で引いてデックの上に取りますが、 そのカードの下にブレークを作

ります。 つぎの裏向きのカードを引いて取るとき、 ブレーク上の 1 枚を右手のカードの下にスチー

ルして、 右手の 3 枚を１枚のごとくトップに置きます。 すぐにトップの 3 枚をファンに広げて右手に

取り、 テーブルの右の方に置きます。 それらは 2 枚の表向きのＪの間に裏向きの 1 枚がはさまれ

ており、それが選ばれたカードだと思われていますが、選ばれたカードはデックのトップにあります。

「その日はもう閉店時間だったので、 残った黒いパンはしまうことにしました」 と言って、 右手で 2

枚の黒いＪを取りにいきますが、 そのときトップカードの下にブレークを作ります。 2 枚のＪをトップ

でそろえるとき、 下に 1 枚をアディションします。 フェースのＪをデックの上に引いて取り、 その上に

右手の 2 枚を 1 枚のごとく重ねます。 そしてデックをまん中からカットしてからテーブルに置きます。

「でき上がった赤いパンのサンドイッチを客に出したところ、 客は黒いパンのサンドイッチを頼んだ

というのです。 このような間違いが起こったとき、マジックはとても役に立つのです」 と言って、テー

ブルから 3 枚を取り、 フェースの赤いＪを左手に引いて取り、 つぎの裏向きのカードを引いて取る

とき、 初めのＪを右手のＪの下にスチールします。 そして 2 枚を裏向きのカードの上に重ねます。

3 枚をデックのトップに置き、 上から魔法をかけます。 そして右手で上のＪ、 左手でつぎのＪを取り、

2 枚のＪを上下にぶつけあって、 間にあったカードが消失したことを強調します。 2 枚の赤いＪをわ
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きに置きます。

デックをスプレッドして、 黒いＪの間に１枚の裏向きのカードが出現したことを示します。 サンドイッ

チ状態の 3 枚を抜き出し、 相手の選んだカードを名乗らせてから、 はさまれたカードの表を見せ

ます。 「というわけで、 問題はうまく解決いたしました」 と言って終わります。

引越の忘れ物

= 加藤英夫、 改案 ： 2012 年 10 月 25 日 =

現象は'ブラックウィドウ'に類するものですが、ラリー・ジェニングスの'幻の訪問者'(英語名、

ビジター ) からも影響を受けています。

この作品の原案は古いノートに書かれていたものをパソコンファイルに書き写したのですが、

うっかり考案日を記入しないままでした。 手書きのノートだけでも 1000 ページを越えるので、

とてもどこに書いてあるか探す気力が起きません。 それらのノートには、 読んだものや考えた

ものなどが、 1 ページ平均 3 作品ぐらい書いてあります。 ( 当時は略語を使って記録してい

たので、 短い文章で記録できたのです。 たとえば、 "Slt を Tp に Ctr" は、 " 選ばれたカー

ドをトップにコントロールする " という意味です )。

いずれにしても、原案の手順は変更しないものの、ハンドリングを大きく変更していますので、

その改案日を上記の通り明記しておきました。

* 方　法 *

「ある人が引っ越ししたときのことを、 カードを使ってお話

ししますが、 使うカードを抜き出します」 と言って、 デック

から 4 枚のＪとスペードのＡを抜き出して、 裏向きのデッ

クを中央、 左に 4 枚のＪを表向きに広げて置き、 スペー

ドのＡを表向きに右に置きます。図 1。Ｊは 2 枚の黒がバッ

ク側に置いてください。

4 枚のＪを取り上げて、「ここに黒い家と赤い家があります」

と言います。 それらを裏返して広げ直し、 右手でスペード

のＡを取り、 裏向きの 4 枚の右から 1 枚目と 2 枚目の間

に入れて、 図 2、 「この人は黒い家に住んでいました ｣ と

言います。 カードをそろえて右手のビドルポジションに持

ちます。

1

2
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「しばらくはこちらの家に住んでいました」 と言いながら、

上から 3 枚を左手で引いて取りますが、 2 枚目のスペー

ドのＡの下にブレークを作り、 3 枚目のカードを取るとき、

左手のカードの下にスチールします。 つぎのカードを図

3 のように左手のカードより少し前に取り、 右手の残りの

カードをその上にのせます。

それらの前にずらして置かれているカードを右手でつか

み、 図 4 のように返して赤い表を見せ、 「その人は赤い

家を見て気にいりました」 と言います。 それから右手の

カードを裏向きに戻して左手のカードの上に重ねます。

「このように魔法をかけるとどうなるでしょう」と言って、カー

ドに対して魔法をかけます。 上から 3 枚を広げて右手に

取り、 図 5、

図 6 のように右手を返して、 「ほら、 彼は赤い家に引っ越

してきました」 と言います。

右手をもとの向きに戻すと同時に、 左手の 2 枚を広げな

がら手を返し、 黒いカードの間にカードがないことを見せ

ます。 図 7。

3

4

5

6

7
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左手をもとの向きに戻し、 右手のカードを左手のカードの

上に重ねます。 「たしかに彼は赤い家に住んでいます」

と言いながら、 右手でいちばん上のカードを取り、 図 8

のように返して赤いカードを見せ、

右手をもとの向きに戻し、 表向きのスペードのＡを右手の

カードの上に取り、 図 9、

左手のトップカードをプッシュして左手を返して赤いカード

を見せ、 図 10、

左手をもとの向きに戻しつつ、 プッシュしているカードを左

に引いて戻し、 すぐにトップの 2 枚をプッシュして、 右手

の 2 枚をプッシュされている 3 枚の下に入れ、 図 11、 そ

れら全体をそろえます。 そのときボトム 1 枚の上にブレー

クを作ります。

「でもなぜか彼はすぐ赤い家からいなくなってしまいまし

た」 と言って、 図 12 のようにトップカードを右に広げ、 間

に表向きのスペードのＡがなくなっているのを見せます。

8

9

10

11

12



68

図 13 のように右手のカードを左手のカードの上に置きま

すが、 右中指をブレークの中にさし入れます。

勢いよく左手を左に運びますが、 右手はいちばん上の

カードとブレークより上の 1 枚だけをつかみ、 左手はその

他のカードを左に運び、 その 3 枚を図 14 のように広げ、

左手を返して反対側を見せます。 図 15。 「彼は黒い家

に戻っています。 なぜかというと、 忘れ物があったので、

取りに帰ったのです。」 と言います。

左手をもとの向きに戻しながら、 右手を返して赤の 2 枚

の表を見せますが、 そのとき赤のカードの広げ方を逆に

ずらします。図16。なお、左手はこのときいちばん下のカー

ドの上にブレークを作っておきます。

右手のカードを裏向きに戻して、 左手のカードの上に置

きますが、 下の赤いＪをブレークの中に入れて、 図 17、

そしてカードをそろえます。

13

14

16
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「こんどは表向きで見せましょう」 と言って、 全体をひっく

り返します。 そしてすぐフェースの 2 枚をダブルで右手で

つかみ、 図 18 のように広げて、 「たしかに彼は黒い家の

中にいます」 と言います。

カードをそろえていかにも上の 3 枚を取ったように見せて、

いちばん上の 1 枚だけを右手で取り上げ、 「はっきりわか

るように黒い家と赤い家を離します」 と言って、 右手の 1

枚を裏向きのデックの上に置きます。 図 19。

両手をデックの上に位置させて、 下の赤いカードを左に

引き出します。 図 20。 そして右手の陰で、 下から 2 枚目

にある黒いＪを点線の位置まで左手の指先でずらしてや

ります。

「でもすぐ彼は」 と言いながら、 シークレットトランスファー

のやり方で、 下から 2 枚目の黒いＪを右手の親指と小指

でつかみ、 そのＪをデックの上に運び、 図 21、

そのままそのＪを右前に運んでそこに置きます。 図 22。

いかにもデックの上からＪを取って前に置いたように見せ

るのです。
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19

21

22

20



70

続けてデックの上にのっている表向きのＪを取って、 左前

に置きます。 図 23。 そして 「すぐに彼は黒い家からいな

くなりました」 と言います。

テーブルのカードの方に視線を集めているとき、 左手は

図 24 のように 3 枚を広げます。

「もちろん彼は」 と言って、 あなたの視線を左手のカード

に向けます。 そして 「赤い家に帰っています」 と言って、

はさまれている裏向きのカードを指さします。 図 25。

裏向きのカードを抜き出して、 スペードのＡであることを見せます。

「というわけで、 彼は赤い家に住むことになりました。 ところで、 彼が黒い家に取りに戻ったのは、

どんな物だったのでしょうか。 そうです。 いまお見せしたカードマジックが書かれている、 "Card 

Magic Library" という本だったのです」 と言って終わります。

* 備　考 *

図 23 と図 24 では、 左手を図の枠内におさめるために、 デックの近くにありますが、 実際は

もう少し体の近くに位置させてください。 いつの間にかスペードのＡが現れたように見せたい

のです。

23
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25
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フライングサンドイッチ

= ヘルダー ・ スーザ＋加藤英夫、 " マジックカフェ "、 2012 年 11 月 4 日 =

* 現　象 *

カードケースが右手前に置かれています。 その上に黒いＪを 2 枚表向きに置きます。 デックをドリ

ブルオフして、 ストップがかかったところのカードを相手におぼえさせます。 選ばれたカードがケー

スの上のＪの間に飛行すると言って魔法をかけると、 何とケースの上のＪが消えています。 デック

を広げると、 中央にサンドイッチ状態の 3 枚が現れ、 選ばれたカードがはさまれています。

選ばれたカードを抜き出してから、 ふたたび 2 枚のＪをケースの上に置きます。 選ばれたカードを

デックの中央に入れて、 それから魔法をかけます。 ケースの方に視線を向けると、 そこにはサン

ドイッチ状態で広がった 3 枚があります。 はさまれているカードが選ばれたカードであることが見せ

られます。

* 方　法 *

裏向きのデックの上で表向きの 2 枚の黒いＪを広げ、 下

にトップカードをスチールし、 マルローのサンドイッチテク

ニックを行い、 3 枚をテーブルの右手前に横向きに置か

れているケースの上に置きます。 図 1。

図 2 の位置でデックをドリブルオフして、 相手にストップを

かけさせます。いま両手がある位置を以下の説明で、ベー

スポジションと呼びます。

ストップしたら左手を上げながらトップカードを押し出して

相手に見せますが、 その動きに合わせて右手は右手前

に運び、 右手のパケットの下にケース上のＪをスチールし

ます。 図 3。

1

2

3
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左手を下げると同時に、 右手は図 4 の矢印のように運ん

で、右手のパケットを左手のパケットの上に重ねます。ちょ

うどケースの上が隠れるような位置に右腕を位置させる

のです。

「このようにカードを弾くと」 と言いながら、 ベースポジショ

ンでデックをリフルして、 「こちらにカードが飛行します」

と言って、 右手を図 5 の矢印のように運び、 ケースを指

さします。 ケースの上にカードがないので、 驚く演技をし

ます。

「もしかすると逆方向に飛行してしまったかもしれません」

と言って、また右手をベースポジションに運び、そこでデッ

クを両手の間に広げます。サンドイッチ状態まで広げたら、

図 6、 「やはりこちらにありました」 と言います。

サンドイッチ状態のカードの右で分けて、 右手のカードを

そろえてベースポジションに置きます。 図 7。 そのとき左

手は上の 4 枚を少し広げておきます。 あとで 4 枚目の下

にブレークを作るからです。

右手を左手のカードの上に運び、 ブレークの上の 4 枚を

そろえてビドルポジションに持ち、 1 枚、 2 枚、 3 枚とデッ

クの上に引いて取りますが、 3 枚目はダブルで置きます。

そして図 8 のようにずらして置き、 しかも 1 枚目のＪの下

にブレークを作ります。

4

5

6

7

8
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右手を図 9 のように持ち替えますが、 右中指の先を中央

の裏向きのカードの右サイドぎりぎりに当てます。

両手を立ててカードを垂直にするとき、 見えている裏向き

のカードを左親指の先、 スペードのＪの下に隠れている

裏向きのカードを右中指の先で、 左にずらします。 図 10

はずらしている途中です。 この時点では、 カード全体は

かなり垂直に近くなっています。

そして全体が垂直になった時点では、 図 11 のようになっ

ています。 観客から見れば、 図 9 の状態のまま、 反対

側を見せたように見えます。

右指先を伸ばしてブレーク上の 2 枚を押さえ、 右手は図

12 のように 4 枚を右に運びます。 この図はマジシャンか

ら見た図ですが、 相手から見たら、 サンドイッチ状態の

反対側を見せたことになります。

垂直状態のままで右手のカードを左手のカードの手前に

戻し、 図 13、

9

10

11

12

13



74

右手を図 14 のように持ち替えて、 カードを水平に戻しな

がら、 上の 2 枚をそろえて右手に取り、

すぐ裏向きのカードを右に押し出します。 図 15。 そのカー

ドをベースポジションにあるパケットの上に落とします。

もう 1 枚の表向きのＪをずらして右手のカードの下に取り、

ずらした状態でケースの上に置きます。 図 16。

左手のパケットをベースポジションのパケットの上に重ね、

それらを取り上げてそろえます。 そのとき図 17 のように、

右袖でケースの上のカードをずらして、 サンドイッチ状態

の 3 枚が広がった状態にします。

「このようにカードを弾くと」 と言いながら、 デックをリフルします。 そしてまた右手を図 5 の矢印の

ように運んでケースを指さし、 「こんどはこちらに飛行してきました」 と言います。 デックを左わきに置

き、 3 枚を取り上げて、 選ばれたカードを名乗らせてから、 選ばれたカードを抜いて表を見せます。

* 備　考 *

この作品の演出や現象はスーザの原案のままで、 手法を加藤が変更いたしました。

14

15

16

17
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Part 9　ディミニッシュ現象

この Part には、 サンドイッチカードの 2 枚の間に、 複数枚のカードがはさまり、 それが 1 枚

に減って選ばれたカードが現れる、 という現象の作品を集めました。

ジャックスダウンアンダー

= リチャード ・ ヴォルマー、 雑誌 " アポカリプス "、 1984 年 4 月 =

多くはさまり過ぎたので、 ダウンアンダーもしくはリバースファローで減らすと、 最後の 1 枚が

選ばれたカードになります。

* 方　法 *

2 枚の赤のＪを抜き出してテーブルに表向きに置きますが、 そのとき密かに７のカードをトップに運

びます。 それからデックを裏向きにして持ち直します。

1 枚のＪを右手で取りにいきつつ、 トップカード ( ７のカード ) の下にブレークを作ります。 Ｊを表向

きにトップに置き、 ブレークからダブルアンダーカットを行います。 デックをテーブルに置き、 相手

にまん中へんでカットさせ、 上半分を下半分の隣りに置かせます。 その上にもう 1 枚のＪを表向き

にのせますが、 少し前にずらして置きます。 その上にもとの下半分をのせます。

前に突き出ているＪを押し込んでそろえます。 以上の動作は、 いかにも相手がカットしたところにＪ

を入れたように感じさせます。 現在、中央近くに 2 枚の表向きのＪがあり、それらの間には７のカー

ドがはさまれています。

ここで相手に 1 枚のカードを抜かせますが、 表向きのＪがはっきり見えないようなやり方をします。

バルマーはカードを手から手に飛ばしてストップをかけさせています。 上半分だけ広げて抜かせて

もかまいません。 相手が抜いたカードを見ているとき、 スウィヴルカットして上半分を左手に取り、

その上に相手のカードを返させ、 右手の残りをその上にのせますが、 間にブレークを作り、 ブレー

クからダブルカットを行います。

ここでファローシャフルをするのですが、中央近くにある表向きのＪよりほんの少し上でカットします。

そしてカットしたカードをアウトのファローシャフルします。 このファローは完全である必要はありま

せん。 表向きのＪの間のカードの間に確実に 1 枚ずつはさまればいいのです。

もういちど同じファローシャフルを行います。 これで表向きのＪの間に 7 枚のカードがはさまったこ

とになり、 その 7 枚の中央には７のカードがあります。 相手のカードはトップに保たれます。
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「2 枚のＪがあなたのカードをはさんで捕まえます」 と言って、カードに魔法をかけます。 そしてカー

ドを両手の間に広げます。 Ｊの間にたくさんのカードがはさまっているので、 驚いた顔つきを見せ

ます。 そして表向きのＪとそれらにはさまれたカード、 計 9 枚のカードを抜き出してテーブルに置い

て、 残りのデックはわきに置きます。

「カードを減らしていくとどうなるか見てみましょう」 と言って、 9 枚のカードを相手に持たせます。

そしてダウンアンダーを行わせます。 1 枚目と 5 枚目に表向きのＪがテーブルに置かれます。 そこ

でストップさせます。 そして残っている 4 枚のカードをわきに置いてあるデックの上に捨てさせます。

テーブルの 5 枚を取り上げさせ、 ふたたびダウンアンダーを行わせ、 2 枚目の表向きのＪがテー

ブルに置かれたところでストップさせます。 残っている 2 枚をデックの上に捨てさせます。

テーブルには 3 枚のカードがあり、 2 枚の表向きのＪの間に 1 枚の裏向きのカードがはさまってい

ます。 相手のカードを名乗らせてから、 はさまっているカードを表向きにします。 すると相手のカー

ドでなく、 ７のカードなので驚いた顔つきをします。

「７のカードが出てきたということは、 7 枚目のカードを見ればよいということです。 三度目の正直

ですから、 こんどは間違いなくあなたのカードが出てきます」 と言って、 相手にデックを取らせ、 7

枚のカードをディールさせ、 最後のカードを表向きにさせます。

三度目の不正直

= 改案 ： 加藤英夫、 2000 年 1 月 15 日 =

前述の ' ジャックスダウンアンダー ' では、3 枚のカードをデックの中にウィーヴしていますが、

新しくないカードではこれがけっこう正確に 1 枚おきに入ってくれません。 そのためのハンド

リングの変更と、 トリックに適切なセリフを考えました。

* 方　法 *

最初に 2 枚のＪを出すときに、 トップ ( バック ) から 2 枚目に７のカードをセットします。 2 枚のＪを

見せるときに、 トップの 3 枚をアディションして、 2 枚のＪの間に 3 枚をはさみます。 それら 5 枚の

下にブレークを作り、 ダブルカットによって 5 枚をボトムに運びます。

相手にカードを抜かせ、 上から 3 分の 1 ぐらいをスウィヴルカットして左手に取り、 その上に相手

のカードを返させ、 その上に右手のカードを重ねます。

「表向きのカードの間に 1 枚のカードがはさまるようなシャフルをやります」 と言って、 ファローシャ

フルします。

そしてデックを両手の間に広げます。 7 枚もはさまっているので驚く演技をします。 「これでは中身
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が多すぎますので、 中身を減らします」 と言って、 原案と同じように 5 枚に減らします。

5 枚のサンドイッチになったときには、 「これでもまだビッグマックみたいですから、 まだ減らします」

と言って、 3 枚のサンドイッチに減らします。 そして 「ようやく三度目で 1 枚になりました。 三度目

で 1 枚ですから、 これが本当のサンドイッチです」 と言います。

「三度目の正直と言いますから、 間違いなくあなたのカードが見つかったはずです」 と言って、 相

手のカードを名乗らせてからはさまれたカードを表向きにします。 「違いますね、 これを一般的に

三度目の不正直と言います」 と言います。

「今日は四度目の正直であなたのカードを現します。 これは７のカードです。 困ったときには ' 質 '

が頼りになるんですよね。 こちらから 7 枚のカードを数えてください」 と言って、 相手にディールさ

せて、 相手のカードを名乗らせてから、 相手の手に残っているカードのトップカードを表向きにさせ

ます。

サーチ＆ディストロイ

= アーロン ・ フィッシャー、 " ペーパーエンジン "、 2002 年 =

これはラリー ・ ジェニングスの ' サーチャー '(" リチャードアルマニャック、 1984 年 1 月 /2 月

号 ") が、 あまりにも技法の連続であることから、 まったく技法を使わないで演じられないかと

考えて生まれたとのことです。

アーロン ・ フィッシャーがこのバージョンをジェニングスに見せたところ、 " でもあのパスを使

うやり方の方が面白いんじゃない " と言われたそうです。 フィッシャーは、 パスを使うのは面

白いかもしれないが、 パスを使わないことによって、 効果は明らかに上がっていると断言して

います。

確認のためにジェニングスの原案を読みましたが、 この場合については、 フィッシャーの肩

を持つことにいたしました。 技法を使いすぎるとプロセスが複雑になり、 それだけ現象がクリ

アでなくなるということを示す、 ひとつの好例だと思います。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の赤いＱを抜き出して、 テーブルに表向きに置いておきます。 相手に 1 枚のカー

ドを抜かせ、 おぼえてから返してもらい、 トップから 6 枚目にコントロールします。

「この 2 枚のＱを使って、 選ばれたカードを見つけます。 というとたいていのマジシャンは、 この 2

枚のカードで選ばれたはさんで見つけますが、 私はこの 2 枚の間から関係ないカードを除外する

というやり方で見つけることにいたします」 と説明します。
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デックをリボンスプレッドして、 1 枚のＱを表向きに一方の

端から 6 枚目に入れます。 そしてもう 1 枚のＱを表向き

に他方の端から 6 枚目に入れます。 図 1。

「2 枚のＱの間のどこかに選ばれたカードがありますが、 あなたに少しカードを減らしてもらいます」

と言って、 カードをそろえます。 相手にデックを渡して、 「このようにだいたいまん中から分けて、

上下を入れ替えてそろえてください」 と、 カットする手真似をして指示します。 そしてデックを受け

取ります。

デックをテーブルにリボンスプレッドして、 「ほら、 間のカードがまえよりも少なくなりました」 と言い

ます。 すぐスプレッドを閉じて、 デックを左手に持ちます。

1

「間から除外されたカードをどけます」 と言って、 両手の

間にデックを広げ、 2 枚目のＱとそのつぎの裏向きの 1

枚が見えるところまで広げてストップします。 図 2。

「まず上の部分をどけます」 と言って、 図 3 のように 2 枚

目のＱがいちばん左端になるように少し引いて、 そのとき

そのＱの下のカードの下にブレークを作ります。 そして左

親指を伸ばして 1 枚目のＱを押さえ、

図 4 のようにそのＱの右でカードを分けます。 そして右に

分けたカードをテーブルに置きます。

2

3

4
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つぎにブレークより下のカードを図 5 のように左に分け、

分けたカードを先にテーブルに置いたカードの上に置きま

す。 カードをそろえて相手に渡します。 「もういちど先ほど

と同じようにまん中あたりから分けて上下を入れ替えてく

ださい」 と言います。

カードを受け取って、 両手の間に広げます。 図 6。 「また

間のカードが減りました」 と言います。

5

6

「こちらのカードを捨てて」 と言いながら、1 枚目のＱの右で分けて、分けたカードをテーブルのカー

ドの上に捨てます。 「こちらのカードも捨てます」 と言って、 2 枚目のＱの左で分けて、 分けたカー

ドをテーブルのカードの上に捨てます。 サンドイッチ状態の 3 枚が残ります。

選ばれたカードを相手に名乗らせてから、 はさまれているカードを抜いて表を見せます。
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Part 10　ビジュアルサンドイッチ現象

マルローのサンドイッチローディングテクニック自体に効力があるので、 サンドイッチ状態の

3 枚を手に持って、 魔法をかけてから広げるだけでも、 十分にマジックの現象となります。 こ

の Part には、サンドイッチ状態になった 3 枚をどのようにして結果を面白く表現するか、様々

な方法を集めました。

アスキュー

= アル ・ スミス、 雑誌 " パビュラー "、 1980 年 9 月 =

YouTube でよく見られるやり方に、 2 枚をＶ字型に広げて持ち、 デックにぶつけた瞬間に広

げるというやり方があります。 それだけでもけっこうマジックの現象になります。

そのようにサンドイッチ状態になったのをただ広げて現すというのが、 作品としてどこかに書か

れていないかと探したらありました。 デックをドリブルオフして、 サンドイッチカードを落ちてく

るカードの中に入れた瞬間に広げ、 サンドイッチ状態になったのを見せるという見せ方です。

やり方を説明をしなくてもわかるとは思いますが、 ローディングすること自体にマルローと違う

方法が使われていて、 それが参考になりますので、 全体を説明することにいたします。

* 方　法 *

「まず 3 枚のカードを選んでいただきます」 と言って、 カードをディールしていストップをかけさせま

す。 ストップしたところのカードを前に置きます。 さらにディールしてストップをかけさせ、 あと 2 枚

のカードを前に置きます。

デックをそろえて右手に持ち、 左手が前に置かれた 3 枚を取りにいくとき、 右手のデックをわきに

置きながらワンハンドトップパームを行います。 そして左手に取った 3 枚にパームしている 1 枚を

加えます。

「この 3 枚の中から 1 枚のカードを選んでもらいます。 1 枚ずつ下にまわしていきますから、 好き

なところでストップをかけてください」 と言って、 上から下にまわしていきます。

ストップがかかったら、左親指で 3 枚をプッシュして、トリプルターンオーバーします。 表向きになっ

たカードを指さして、 「このカードをおぼえてください」 と言います。

トリプルターンオーバーして裏返し、 トップの 1 枚をデックの上に置き、 デックをカットします。 残り

のカードのうち、 いちばん上の 1 枚を表向きに返し、 ダブルプッシュして下の 1 枚を表向きにして、
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それを下に入れてそろえます。 これでサンドイッチ状態の 3 枚ができました。

この 3 枚を左手に持ち、 右手でデックをドリブルオフして、 途中で左手のカードを落ちてくるカード

の中に入れて、 瞬間的に 3 枚を広げて手前に引きます。 選ばれたカードを復唱してから、 はさま

れているカードを抜いて、 表を見せます。

* 備　考 *

ディールしてストップされたところからカードを抜き出すということと、 1 枚アディションするのに

ワンハンドトップパームを使うところに、 3 枚しか取らなかったということを印象づける、 という

アル ・ スミスの執念が感じられます。 スミスはこのトリックでマジシャンをも驚かせてきた、 と述

べていますが、 それはそのことの印象づけに成り立っているのだと思います。 その点を知っ

た上で、 このやり方を解釈していただきたいものです。

私はワンハンドトップパームが得意ではないので、 上記の印象づけをする他の手法として、

つぎのようなやり方もありだと思います。

両手の間に広げながら相手に指ささせ、 3 枚のカードをアップジョグしますが、 最初の段階で 1 枚

のカードをカルして置きます。 3 枚アップジョグしたあと、 あまりきちっとそろえない状態で、 右手で

アップジョグカードを抜きつつ、 カルしているカードを加えてしまいます。

はみ出たサンドイッチ

= 加藤英夫、 1998 年 10 月 22 日 =

* 方　法 *

相手に選んでもらったカードを結果的にトップから 2 枚目にコントロールします。 トップカードを縦に

返して表向きにしてトップにのせますが、 その動作中につぎのカードの下にブレークを作り、 ブレー

ク上の 2 枚の前端をを右手でつかみますが、ちょうどプッシュインチェンジを行うときの取り方です。

その 2 枚をデックの前端から中央にさし込み、 カードの

長さの 3 分の 2 ぐらい押し込みますが、 下のカードをさら

に中指で押し込みます。 そのカードが 1cm ぐらい出てい

る状態で止めます。 図 1。 点線が下のカードの位置です。

1

そのとき左親指を出ている下のカードの左上、 左人さし指の先を右上に当てて、 下のカードの縁

をカバーしています。
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右指先で突き出ている表向きのカードの右上コーナーを

つかみ、 図 2、

表向きの 2 枚を反時計方向にまわし、 図 3 の状態としま

す。

続けて右手を図 4 のように持ち替えて、

表向きのカードを中まで押し込んで ､ 図 5 の位置まで運

びます。

右手をデックから離します。 「ワンツースリー」 のかけ声とともに、 左手を前に振りますが、 そのと

き横向きの表向きのカードを左手の指で押して膨らますようにすると、横向きのカードの上下のカー

ドが全部前に飛び出してテーブルに落ちます。左手には横向きの 2 枚の表向きのカードにはさまっ

た裏向きの 1 枚がありますから、 相手のカードを名乗らせてから、 はさまれているカードを抜いて

表を見せます。

2

3

4

5

つぎのトップカードを縦に表向きに返し、 同じような取り方と入れ方で、 最初に入れたカードの下

に入れますが、 突き出ている相手のカードの下に入れて、 1 枚目の表向きのカードにそろえます。
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エジェクティングサンドイッチ

= 加藤英夫、 2003 年 1 月 19 日 =

ツバで少し指先を湿らせて 3 枚のカードの右手前コーナー近くを持ち、 急激に親指を持ち

上げて下げると、 2 枚目のカードがどの方向かに飛び出します。 飛び出す方向は、 そのと

きに右手をどのように傾けているか、 どのように動かすか、 などによって違ってきます。

この原理を用いたやり方を "Card Magic Library" に書いたつもりですが、 パソコンファイル

からは見つけられませんでした。 書いたと記憶しているやり方は、 左手でデックをリフルして、

いかにもデックの中からピンセットではさんで抜き出すように現すやり方です。

ここでは、 同じ原理を使って、 垂直に持ったサンドイッチカードから選ばれたカードを現す方

法を説明いたします。 親指の先が少し湿っている状態でやります。

* 方　法 *

マルローのサンドイッチローディングテクニックなどでサン

ドイッチ状態にした 3 枚を、 サンドイッチカードの表を観客

に向けて ､ 図 1 のように持ちます。 右下コーナー近くぎり

ぎりを持ちます。

右手を勢いよく下に下げて、 すぐ上げる動作を行います。

( 図 2 の緑矢印 )。 スナップをつけて上下させるのです。

その動作と同時に、 親指を図 2 の赤矢印のように開いて

すぐ閉じます。 上下の動きは誇張されています。 この図

ほど大きく動かさなくてもできます。

その結果、 はさまれているカードが上に飛び出します。

図 3。 選ばれたカードを名乗らせてから、 飛び出たカード

の表を見せます。

1

3

2
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ブーメランサンドイッチ

= 加藤英夫、 2003 年 1 月 31 日 =

* 方　法 *

相手のカードをトップにコントロールしたあと、 2 枚のＪを裏向きにトップに置きます。 上の 1 枚を表

向きに返しますが、 そのとき 2 枚目のＪの下にブレークを作り、 表向きに返したＪの下に裏向きの

Ｊをダブルで取ります。

その 2 枚にかなり強い下向きのブリッジをかけます。図 1。

この図は曲げ方を誇張しています。

いったん 2 枚をトップに置き、 上の 1 枚を右手で取り、 そのカードでつぎのカードを表向きにひっく

り返します。 と同時に上から 3 枚目の下にブレークを作り、 2 枚を取ると見せて 3 枚を右手に取り

ます。 上の 1 枚をデックの上に引いて取り、 残りの 2 枚をその上にのせて 3 枚をそろえて右手に

持ちます。

いま3枚のカードの曲がり方は図2のようになっています。

この図は曲がり方を誇張しています。

その 3 枚をカードスピンの位置に右手に持ちます。 すなわち人さし指を右上コーナーにあて、 中

指は右上コーナーの下面、 親指はその上面に当てて持ちます。

3 枚をテーブルに投げるのですが、 ブーメンランを投げる

ようにスピンさせて投げます。 テーブルに落ちた 3 枚は、

図 3 のような感じに広がります。 相手のカードを名乗らせ

てから、 中央のカードを表向きにします。

2

1

3
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サドンサンド

= 加藤英夫、 2004 年 3 月 21 日 =

* 方　法 *

相手が選んだカードをトップにコントロールします。 表を自分に向けて広げ、 2 枚の黒いＪをアップ

ジョグして、 アップジョグしたままデックを裏向きにします。 そのときトップカードの下にブレークを

作ります。

アップジョグされた 1 枚のＪを抜いて表向きにトップにのせ

ます。 トップカードにぴったり重なるように置くこと。 つぎ

のＪを抜いて表向きにトップにのせますが、 図 1 のように

ずらしてのせます。

右手を図 2 のようにブレークの下にさし入れ、 3 枚を右手

で取り、 デックをテーブルに置きます。

カードに注目を集め、 ゆっくりとカードをそろえます。 そし

て図 3 のように両手の指先で持ちます。

「ワンツースリー」 とかけ声をかけて、 「スリー」 のとき、

左手で上の 1 枚だけをく図 4 のように左手前にずらすと

同時に下 ( 床の方向 ) に押しつけると、

1

2

3

4
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そのカードは弾けて右手のカードの下にいきます。 図 5。

弾けるのと同時に、 右手の 2 枚のカードを図 6 のように

ずらします。 瞬間的に裏向きのカードが間に現れたよう

に見えます。

選ばれたカードを名乗らせてから、 はさまれているカードを表向きにします。

5

6
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Part 11　マグネチックカード現象

厳密に言えば、 この PART の作品の現象は、 サンドイッチ現象とは違いますが、 類似現象

として収録いたしました。 マグネチック現象とは、 あるカードが他のカードを引きつける現象

です。 1 枚が引きつけられるタイプが多いですが、 ここでは両側に引きつけて、 結果として

1 枚のカードの両側に選ばれたカードがくっつく現象を解説いたしました。

ツインサンドイッチ

= 加藤英夫、 2012 年 10 月 22 日 =

* 現　象 *

マジシャンは最初に、 1 組のカードの中には、 不思議なパワーを持つ双子のカードが入っていると

告げます。 そして相手がシャフルしたデックを受け取り、 トップの 20 枚ぐらいをカットして相手に渡

します。

相手はカードをディールしていき、 好きなところでストップします。 そして最後に置いたカードをその

位置で表向きにして、 そしてカードに向かって念じさせてから、。 残りのカードのその上に重ねさせ

ます。 マジシャンは念じたことによって 1 枚のカードにパワーが伝わったと言います。

もう 1 枚のカードにパワーを伝えるために、 もういちどディールさせて、 表向きのカードが置かれ

たところで、 また念じさせます。 そして残りのカードを上に重ねさせます。

マジシャンはカードをリボンスプレッドします。 そして相手がひっくり返した表向きのカードとその両

隣りのカード、 計 3 枚を抜き出します。 「不思議な双子のカードが見つかったかどうか見てみましょ

う」 と言って、 右端のカードを表向きにすると、 それはスペードの４です。 マジシャンは、 「このカー

ドの双子の相手は、 クラブの４です」 と言って、 左端のカードを表向きにすると、 それはクラブの

４なのです。

* 方　法 *

シャフルされたデックを受け取って、 表向きにリボンスプレッドして、 「よく混ざっています」 と言い

ます。 トップ '( バック ) カードをグリンプスして、 そのカードと同色同数のカードが、 トップから 20

枚ぐらいの中にないかどうかを確認します。 そのカードがどこにかるのかを確認するのではなく、

そのカードが 20 枚ぐらいの中になければよいのです。

20 枚ぐらいの中にある場合は、 備考にて説明します。 とりあえず 20 枚ぐらいの中にないものとし

て説明を続けます。 トップカードがスペードの４であるとします。
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「よく 1 組のカードの中には、 不思議なパワーを持つ双子

のカードが入っている場合があります。 この中にそのよう

な双子が入っているかどうか確認します」 と言って、 表を

自分に向けて広げていき、 トップカードと同色同数のカー

ドを見つけたら、 図 1 のように左親指の先を当てて、 少

し左にずらします。

そのカードをずらしたままカードを送り続け、 そのカードを

左親指で押さえて、 左手に 20 枚ぐらいのカードが残るよ

うにカードを分けます。 図 2。

右手のカードをわきに置きます。 左手のカードをそろえ、 裏向きにして空いたに渡し、 あとは現象

説明の通りに進めます。

* 備　考 *

バックの 20 枚の内にグリンプスしたのと同色同数のカードがある場合は、 リボンスプレッドを

閉じたあと、 「全部使うと時間がかかるので、 カードを減らします」 と言って、 表向きに持っ

ているデックから、 左手に 20 枚ぐらい残るように分けて、 右手のカードを捨てます。

「よく 1 組のカードの中には、 不思議なパワーを持つ双子

のカードが入っている場合があります。 この中にそのよう

な双子が入っているかどうか確認します」 と言って、 表を

自分に向けて広げていき、 図 3 のように同色同数カード

を左に引き出し、 それがフェースにいくようにカードを閉じ

ます。

あとは現象説明の通りに進めます。

1

2

3
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クイーンの誘惑

= 加藤英夫、 2012 年 11 月 1 日 =

* 現　象 *

マジシャンはハートのＱとスペードのＱを抜き出して手に持ちます。 客にデックをよくシャフルさせた

あと、 テーブルにディールさせ、 好きなところでストップさせます。 ストップしたところに 1 枚のＱを

表向きに置き、 その上に手に残りのカードを重ねさせます。 もういちど同じことをやって、 もう 1 枚

のＱをストップしたところに入れます。

デックをリボンスプレッドすると、 離れたところに 2 枚の表向きのＱがあります。 それらの両隣りの

カードを取り出し、 それぞれのＱの両隣りのカードを表向きにすると、 それらはすべてＫなのです。

* 方　法 *

トップより、 ダイヤのＫ、 スペードのＱ、 クラブのＫ、 スペードのＫ、、、 とセットしておきます。

トップの 4 枚を保ってシャフルします。 「このマジックには、 絶世の美女が 2 人登場します」 と言っ

て、 表を自分に向けて広げ、 ハートのＱとハートのＫを見つけてフェースに置きます。 Ｑがフェー

スになるように置きます。

いかにもフェースから 2 枚を取る振りをして、 フェースの 1 枚だけを取り、 バックにまわします。 見

つけた 2 枚のＱをバックにまわしたように見せるのです。

デックを裏向きに返し、 「1 人目の美女はこのＱです」 と言いながら、 トップカードを表向きに返し

ますが、 トップの 1 枚を押し出すときにつぎのカードもずらして、 表返したときに上から 2 枚目の下

にブレークを作り、 そろえます。 ブレーク上の 2 枚をビドルポジションに持ち、 「2 人目の美女はこ

のＱです」 と言いながら、 つぎのカードを押し出しますが、 そのつぎのカードも少しずらします。 そ

して右手でトップカードを表向きに返し、 上から 2 枚目の下にブレークを作ってそろえます。

ブレーク上の 2 枚を右手のカードの下に、 少し左にずら

して取ります。 図 1。

相手にデックを渡します。 右手のカードを左手に渡してそろえますが、 上から 2 枚目の下にブレー

クを作ります。

1
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「カードを 1 枚ずつテーブルに置いていってください。 そしてかなり置いたら、 好きなところでストッ

プしてください」 と指示します。

相手がストップしたら、 ブレーク上の 2 枚を取り、 ディールされたカードの上にのせてそろえます。

そして残りのカードを上に重ねさせます。

もういちどディールしてストップさせます。 残りの 2 枚をディールされたカードの上にのせて、 残り

のカードを重ねてそろえさせます。

デックを受け取ります。 「それぞれのＱは、 あなたが自由に決めた位置に入れられました。 しばらく

するとＱの魅力に誘惑されて、 男たちが寄ってきます」 と言います。 そしてデックをリボンスプレッ

ドします。

それぞれの表向きのＱとその両隣りのカード 3 枚を前に抜き出します。 両隣りのカードを表向きに

して、 「ほら、 赤いＱの隣りには赤いＫ、 黒いＱの隣りには黒いＫがエスコートしています。 うまく

いきました」 と言って終わります。

* 備　考 *

2 枚のＱと 4 枚のＫが現れましたから、 このあとその 6 枚を使って、 ' ホテルトリック ' に続け

るのもよいと思います。

サンドイッチチェンジ

= 加藤英夫、 1998 年 2 月 24 日 =

19 ページに解説の ' インサートサンドイッチ ' で使われている、 スプレッドの下に隠れている

カードの隣りにインサートする手法の応用作品です。 この作品では、 1 枚の両隣りに 2 枚入

れるのではなく、 2 枚の間に 1 枚を入れます。

* 方　法 *

あらかじめスペードのＡを抜いて表向きにテーブルに置いておきます。

2 人の客にカードを選ばせ、 トップにコントロールします。 トップ 2 枚の下にブレークを作り、 ブレー

クを維持してデックを表向きに返します。 現在のフェースカードをキーカードとして記憶します。

デックを表向きに返したら、 バックの 2 枚を右へサイドジョグし、 デックをスウィブルカットしてから

リボンスプレッドします。 相手のカード 2 枚は隠れています。 キーカードを見つければ、 選ばれた

2 枚がどこに隠れているかわかります。
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スペードのＡを裏向きにして左手に持ち、 右手でスプレッ

ドを持ち上げますが、 相手のカード 2 枚のうち、 上の 1

枚と下の１枚の間で持ち上げるようにします。 図 1。 この

図は持ち上げ方を誇張しています。

選ばれたカードの間にスペードのＡをさし込みます。 裏向

きのカードの両側のカードを広げて、 図 2、 それらが客の

カードであるかどうか確認してもらいます。 どちらも客の

カードではありません。

カードを閉じて、 裏向きにリボンスプレッドします。 表向きのスペードのＡと両側の裏向きのカード

を広げてから、 それらを抜き出します。 2 人のカードを名乗らせ、 両側のカードを表向きにします。

1

2
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Part 12　様々なサンドイッチ現象

本当のサンドイッチマジック

= 加藤英夫、 1973 年 1 月 29 日 =

私がマジックを始めたころから書き続けた "HK ノート " を読み返すと、 所々にはっとするよう

なマジックが埋もれているのに驚かされます。 天海賞受賞記念として’ MAGIC 100’ を書い

たときも、 ノートを全部読み返したはずなのですが、 そのとき見落とした面白い作品がいくら

でも出てくるのです。 まるで自分が宝物を埋めて、 それが時間とともに熟成し、 それが光り

輝いて出てくるかのようです。

* 方　法 *

「今日は、 これこそ本当のサンドイッチマジックというのをお見せします」 と言ってから、 シャフルさ

れたデックの表を自分に向けて広げ、 トップから 2、 3、 4 枚目とマッチするカードをアウトジョグしま

す。 その 3 枚にマッチするカードが含まれている場合は、 カットしてやり直します。 3 枚を抜き取っ

てボトムに裏向きに置きますが、 このとき上からトップから 2 枚目とマッチするカード、 トップから 4

枚目とマッチするカード、 トップから 3 枚目とマッチするカードの順になるようにします。

いちばん上のカードを表向きにして、 下の 2 枚の裏向きのカードの間にはさみます。 サンドイッチ状

態の 3 枚を広げて見せ、 「このようにカードがはさまれた状態をサンドイッチと言います」 と言い、

3 枚を閉じるときに下の表向きの 1 枚をアディションして右手に取り、 テーブルに置きます。 そのと

き左手はデックを裏向きにします。

トップの数枚をずらしながらトップカードを表向きにしてトップにのせ、 上から 4 枚目の下にブレー

クを作ります。

「カードを表向きにしていきますので、好きなところでストッ

プをかけてください」 と言って、 ブレーク上の 4 枚を手前

に 3cm ぐらいずらし、 裏向きのいちばん上のカードを引

き抜いて、 表向きにして手前にずらしたカードの上に重ね

ますが、 下のカードより少しだけ前にのせます。 図 1。 こ

れは、 カードの厚みをカモフラージュするためです。

裏向きのカードをつぎつぎと表向きにして、 手前に重ねていきます。 ストップがかかったら、 手前

にずれているカードを下のカードにそろえ、 そして表向きのカードをすべてどけてテーブルに置きま

す。 裏向きのカードもテーブルに置き、 トップを指さして 「このカードでストップがかかりました」 と

1
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言います。 サンドイッチカードを取り上げて左手に持ちます。

「あなたがストップをかけたカードは」 と言って、裏向きのパケットのトップカードを表向きにしてテー

ブルに置き、 「○○の××ですが」 とその名前を言います。 「サンドイッチカードと色と数が一致し

てしまいます」 と言って、 手元のカードの上の 2 枚を広げて、 まん中のカードがテーブル上の表

向きのカードと一致しているのを見せます。

手元のカードを閉じて左手のディーリングポジションに持ちます。 「もしもあなたが 1 枚あとでストッ

プをかけたとしたら」 と言って、 右手でテーブルの裏向きのパケットのトップカードを表向きにしま

すが、 そのミスディレクションにより、 左手はパケットをリバースします。 「それでもやはり一致しま

す」 と言って、 手元のカードを順番が変わるように 3 枚に広げて、 まん中の表向きのカードがテー

ブルの表向きのカードと一致しているのを見せます。

カードを閉じ、 「もう 1 枚先だとしても」 と言って、 テーブルのパケットのつぎのカードを表向きにし

ます。 「やはり一致します」 と言って、 2 枚目でダブルプッシュして 3 枚に広げて、 まん中のカード

がテーブル上のカードと一致しているのを見せます。 「このようにカードが三度一致しました。 これ

が本当のサンドイッチマジックです」 と言って終わります。

フレッシュスライス

= アル ・ スミス、 雑誌 " パビュラー "、 1983 年 9 月 =

読んでびっくり、 クリエーターの執念さえ感じます。 ' サンドイッチトリック ' と ' トライアンフ '

を結合してしまった作品です。 セリフは書きませんので、 適当につけてください。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを表向きにテーブルに置きます。 1 枚のカードを抜かせ、 おぼえてから返してもらい、

トップにコントロールします。 2 枚のＪを表向きにトップに置いて、 マルローのローディングテクニック

によってサンドイッチ状態にします。 それからトップのＪの下にブレークを作り、 ダブルカットします。

現在、 トップに選ばれたカードがあり、 トップから 2 枚目とボトムに表向きのＪがあります。

デックを中央から分けて、 天海リバースを行います。 す

なわち、 右手の半分を右に返して表向きにすると同時に、

左手のパケットもひっくり返し、 左手で右手のパケットをつ

かみます。 図 1 の状態になります。

1
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2 つのパケットを左右に置いて、 リフルシャフルしますが、 右のパケットから先に 2 枚以上落とし、

最後は左のパケットから落とすようにします。 シャフルしたあと、 1 回カットします。

デックを裏向きにして、 魔法をかけてからリボンスプレッドします。 中央にサンドイッチ状態の 3 枚

が現れます。 それらを抜き出し、 選ばれたカードを名乗らせてから、 はさまれたカードを表向きに

して見せます。

ダイレクトジャックサンドイッチ

= マイク ･ ガロ、 " ベストオブフレンズ 第 2 巻 "、 1985 年 =

色違いのカードでサンドイッチするという、 珍しいタイプです。 著者のハリー ･ ローレインも言

及していますが、 堂々とエクストラカードをセットできる点が巧妙です。

方 法

青裏のデックを使ってマジックをやっているとします。 ひとつのマジックが終わった段階で、 ボトム

にＪとかＫとかＡなどの、 探偵カードに使いやすいカードを置き、 裏向きにテーブルに置きます。 こ

こでは、 ダイヤのＪを置いたとします。

「つぎに ' 探偵カード ' というマジックをやりますが、 探偵がはっきりわかるように、 色違いのカード

を使うことにします」 と言って、 赤裏のデックを取り出します。 その中からダイヤのＪとハートのＪを

抜き出し、 テーブルに表向きに置きます。

残りの赤裏のカードは使わないので、 わきに捨てます。 左手で青裏のデックを取りにいきつつ、

右手はハートのＪを表向きに取ります。 デックの表を手前に向けているとき、 フェースにハートのＪ

をのせますが、 ダイヤのＪを少しプッシュして、 そのカードの下にブレークを作ります。 ハートのＪ

をのせる段階ではデックはビベルしていますが、 ハートのＪがのったときは、 デックは真上を向い

ています。 赤裏のダイヤのＪを取り、 表向きにフェースにのせます。

ブレーク上の 3 枚を右手のビドルポジションに持ち、 上の 1 枚 ( ダイヤのＪ ) を左親指でデックの

フェースに引いて取り、 右手の 2 枚をその上にのせてそろえる真似をして、 上の 2 枚をテーブル

に運びます。 そのときデックのフェースのダイヤのＪのフェースが見えないように、左手を返します。

右手は 2 枚を表向きにずらして置きます。

デックを 1 回カットして、 間にブレークを作ります。 そして 「このようにカードを落としますから、 ストッ

プをかけてください」 と言いつつ、 ブレークより少し上のカードを取り、 左手のカードの上にドリブ

ルオフして見せます。 本番では、 カード全体をつかみ、 相手がストップをかけたときにブレークか

ら下のカードを落とすように、 タイミングを合わせます。 これはカードをフォースするドリブルオフ

フォースではなく、 位置をフォースすることになります。
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そのようにして分けた、 左手のパケットのトップカードを押し出し、 左手を上げてそのカードのフェー

スを相手に見せ、 おぼえてもらいます。 左手を水平に戻して、 右手のカードを左手のカードの上

にのせる寸前に、 相手に見せたカードの下にブレークを作ります。

デックを表向きに返しますが、 ブレークは維持します。 テーブルからハートのＪを取り上げ、 ブレー

クの間に入れ、 アップジョグさせます。 もうブレークを維持する必要はありません。 ダイヤのＪ ( 青

裏 ) を取り、 ハートのＪより 7、 8 枚上にさし込み、 アップジョグさせます。 カードを広げて、 2 枚の

Ｊの間にカードがあるのを見せますが、 ハートのＪの下のカードが見えないように注意のこと。

2 枚のアップジョグカードを押し込み、 デックを裏向きにリボンスプレッドします。 2 枚の赤裏のカー

ドの間に、 1 枚の青裏のカードがはさまれています。 それら 3 枚を抜き出し、 相手のカードを名乗

らせてから、 中央のカードの表を見せます。

* 備　考 *

読んだ瞬間は面白く感じましたが、 練習を始めたら、 そうでもなくなりました。 面白くない原

因は、 ドリブルオフフォースを使うことにあることがわかりました。 何もフォースを使うことはな

いのです。

赤裏のダイヤのＪをボトムに置いたままヒンズーシャフルして、 相手にストップをかけさせます。 ス

トップしたら左手のトップカードを押し出して、 左手を上げてそのカードの表を相手に見せておぼえ

てもらいます。

左手を水平に戻しますが、そのとき選ばれたカードの下にブレークを作ります。 そしてその上にシャ

フルを続けますが、 最初に右手のボトムから数枚を落とし、 残りをシャフルします。 これで選ばれ

たカードの上に赤裏のダイヤのＪがくっつき、 選ばれたカードの下にブレークが保持され、 原案と

同様に続けられる状態となりました。

予言されたサンドイッチ

= 加藤英夫、 2012 年 10 月 31 日 =

前述の ' ダイレクトジャックサンドイッチ ' を読んで、 ひとつのジョーク的アイデアを思いつき

ました。

* 準　備 *

名刺大の紙片に 「選ばれたカードは赤いＪの間にはさまれる」 と書いておきます。 使うデックが青

裏だとしたら、 赤裏のクラブのＪとスペードのＪを使います。 それらの予言を胸ポケットに入れてお

きます。 Ｊは表面を外に向けておきます。
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このあと 2 枚の赤裏のＪをいままで解説した何らかの方

法で、 選ばれたカードの両側にサンドイッチさせます。 そ

して魔法をかけてからサンドイッチ状態になったのを見

せ、 3 枚を抜き出して図 1 のように右手に持ちます。

ここで相手に予言に書かれたことを読ませます。 「あれっおかしいですね。 予言が間違うはずない

のですが。 あなたがおぼえたカードはは何でしたか ｣ と問いかけます。

* 方　法 *

「このマジックには 2 枚のＪを使います」 と言って、 ポケットから 2 枚の黒いＪを取り出し、 表向き

にテーブルに置きます。 裏面は見せません。 デックを指さし、 「こちらに入っているクラブのＪやス

ペードのＪと違い、 この 2 枚は特別なパワーを持っています ｣ と言います。 「これは、 これから起

こることが書かれた予言です」 と言って、 予言の紙片を取り出し、 ふせてテーブルに置きます。

デックを両手の間に広げて、 相手に好きな 1 枚を指さしてもらいます。 それをアップジョグして見

せるとき、 そのカードの左下コーナーをアップジョグクリンプします。 相手がおぼえたら、 中に押し

込んでカードをそろえてから、 デックを相手に渡してシャフルさせます。

ここで右手を手前に返して、 図 2 のように反対面を自分

に向けます。 返す途中で赤裏が相手に見えてはいけま

せん。

図 2 の状態にしたら、 3 枚にあなたの視線を向けて、 左手で 3 枚を指さし、 「やはり予言は当たっ

ています」 と言います。

左手で左端のＪをつかみ、 「このＪは」 と言って、 ひっくり返して裏を相手に向けて、 「裏が赤です。

ですから赤いＪです」 とセリフを続けます。 そして裏を相手に向けたままもとの位置に置きます。

3 枚を左手に移し、 右手で右端のＪをつかみ、 「そしてこちらも裏が赤いＪです」 と言って、 ひっく

り返して裏を相手に向けてもとの位置に置きます。

はさまれたカードを抜いて、「そしてはさまれたカードが○○の××です」 と言って、表を見せます。

1

2
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ダブルファインダーズ

= アレックス ･ エルムズレイ、 " コレクテッドワークスオブアレックス ･ エルムズレイ第 1 巻 "、 1991 年 =

複数の選ばれたカードを当てるサンドイッチトリックを考えると、 連続した多数枚のサンドイッ

チカードの間にはさまるという、' コレクターズ ' が思い浮かびます。 それに対してこの作品は、

サンドイッチ状態が別々の 2 カ所で起こるという珍しいものです。

* 方　法 *

最初に 4 枚のＡを抜き出して表向きにテーブルに置きます。 2 人の客にカードを抜かせ、 おぼえ

てから返してもらい、 トップとボトムにコントロールします。

デックをテーブルに置き、 相手にだいたい等分の 4 つのパイルに分けさせます。 そのとき、 トップと

ボトムの部分がどこに置かれるか確認します。 そして A を表向きに各パイルの上にのせさせます。

トップ部分のパイルを取り、 トップ 2 枚をボトムにアンダーカットし、 そのパイルをボトム部分では

ないパイルの一方に重ねます。

ボトム部分のパイルを取り、 ボトムの 1 枚をトップにアンダーカットし、 このパイルを 2 つ重ねたパ

イルの上に重ねます。

最後のパイルを取り、 トップの 1 枚をボトムにアンダーカットし、 このパイルを 3 つ重ねたパイルの

上に重ねます。

カードをスプレッドすると、 2 枚の表向きの A の間に裏向きのカードがサンドイッチになったのが 2

カ所に現れます。 それらを抜き出して、 相手のカードを見せます。

* 備　考 *

4 つのパイルの上に A を置くのは、 自分でやっても効果が落ちるとは思えません。 自分で

やることにより、 赤と赤の A の間、 黒と黒の A の間にサンドイッチにして表現した方がよいと

思います。
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2 人の刑事

= 加藤英夫、 1997 年 12 月 7 日 =

このトリックでは、 すでにサンドイッチ状態になったものを、 いったんばらばらに離す、 という

奇妙なプロセスで構成されています。 マジックの現象はいっぺんに強い現象が起こるよりも、

あるプロセスを経てクライマックスが起こった方が、 インパクトが強いものです。 このトリックは、

とても単純な小作品にその考え方が取り入れられて、 十分実演価値のある作品になった例

です。

* 方　法 *

あらかじめ 2 枚の黒いＪを抜き出してテーブルに置いておきます。

相手に 1 枚のカードを取らせ、 トップにコントロールします。 右手で 2 枚のＪを取りにいくとき、 トッ

プカードの下にブレークを作ります。 2 枚のＪをトップに置き、 「これは 2 人の刑事です。 スペード

刑事とクラブ刑事です」 と言いつつ、 右手にブレーク飲上の 3 枚をビドルポジションに持ち、 1 枚

のＪをトップに引いて取り、 つぎの 2 枚を 1 枚のごとくトップに置きます。 セリフはそのアクションに

合わせます。

いちばん上の表向きのＪの下に右親指でブレークを作り、 まん中へんからカットして、 下半分を上

にまわして間に左小指でブレークします。 「2 人の刑事は犯人を探しまわります」 と言って、 ブレー

クから上のカードの半分ぐらいをカットしてテーブルに置き、 つぎにブレークの上のすべてをテーブ

ルのカードの上にのせ、 つぎに残りの半分ぐらいをカットしてテーブルのカードの上にのせ、 残り

のすべてをそれらの上にのせてそろえます。

カードを両手の間にスプレッドして、 2 枚の表向きのＪが離れ離れになったことを見せます。 「2 人

のＪは別行動して探しまわりました」 と言います。 カードを閉じるとき、下のＪの下に左小指のブレー

ク、 上のＪの上のカードの上に右親指でブレークを作ります。 そして親指のブレークからカードを

分けてテーブルに置き、 つぎに小指のブレークより上のカードの半分ぐらいをカットしてテーブルの

カードの上にのせ、 つぎに残りのカードの半分ぐらいをカットしてテーブルのカードにのせ、 そして

残りをそれらにのせてそろえます。

カードをテーブルにリボンスプレッドして、 「2 枚のＪが犯人を追いつめました」 と言います。 相手

のカードを名乗らせてから、 はさまれたカードを表向きにします。
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レディメードサンドイッチ

= 加藤英夫、 1997 年 11 月 11 日 =

* 方　法 *

「マジシャンがよくやるカードマジックに、 ' サンドイッチカード ' というのがあります。 1 組のカードの

中に 2 枚のカードを表向きに入れます。 そしてカードを広げると、 表向きの 2 枚の間に 1 枚の裏

向きのカードが、 サンドイッチのようにはさまっています。 そのカードがあらかじめお客様が選んだ

カードなのです。 サンドイッチを作るのにも、 注文を受けてから作るのと、 あらかじめ作っておくや

り方があります。 今日はすでに作ってあるレディメードのサンドイッチを使います。 1 組 52 枚の中

から、 まったく自由に 1 枚のカードを指定してください」 と言って、 好きなカードを 1 枚言わせます。

あとは、 ブレーンウェーブデックのギミックを利用して、 相手の指定したカードの両隣のカードが表

向きに現れるようにカードを広げます。 それら以外の部分もよく広げて、 他に表向きのカードがな

いのを印象づけます。 そして 3 枚をテーブルに抜き出してから、 はさまれているカードを表向きに

します。

* 備　考 *

なるべくデックの中央近くに現したいので、 端の近くにある場合は、 広げながら適当なところ

でカットして、 広げ続けて現します。

私が記録したこのやり方を私自身が再読して、 これまでしてサンドイッチトリックをやるだろう

か、 と疑問に思いました。

しかしながら、 そのように思ったことが、 ひとつの演出を思いつかしてくれました。 その演出

とは、 色々と違うタイプサンドイッチトリックを連続して演じるということです。

「食べるサンドイッチにも色々ありますが、 カードマジックでサンドイッチマジックと呼ばれるも

のにも色々な種類があります。 今日はいくつか違ったやり方をお見せしましょう ｣ というような

話をしてから演ずるのです。 そのような演出なら、 このバージョンも使い道があると思います。

当書には、 様々なタイプのサンドイッチトリックが収録されていますから、 うまく組み合わせれ

ば、 そのような演出のアクトが構成できると思います。
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どこでもサンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 6 月 15 日 =

* 現　象 *

あらかじめスペードのロイヤルフラッシュの 5 枚を抜き出して、 テーブルに置いておきます。 相手

にデックから 1 枚のカードを選ばせ、 デックに戻させてよくシャフルします。 抜き出されていた 5 枚

のロイヤルフラッシュを取り上げ、 広げて 5 枚をもういちど見せてから、 そろえて右手に持ちます。

デックはテーブルに置きます。

5 枚を縦方向に広げてすべてのインデックスが見えるようにして、 相手のカードを 5 枚のカードの

好きな位置に出現させると宣言します。 相手にどのカードとどのカードの間に出現させるかを指定

させます。 カードを閉じ、 魔法をかけます。 そしてカードを広げると、 相手が指定した 2 枚の間に

1 枚の裏向きのカードが出現しています。 そのカードが相手の選んだカードなのです。

* 方　法 *

最初にスペードのロイヤルフラッシュの 5 枚を抜き出して、 10、 J、 Q、 K、 A の順にそろえ、 表向

きにテーブルの右の方に置きます。

デックから 1 枚のカードを抜かせ、 おぼえさせてからデックに返させますが、 トップにコントロール

します。 右手でロイヤルフラッシュの 5 枚を取り上げつつ、 左手はトップカードの下にブレークを作

ります。 右手のカードをデックのトップに置き、 広げて 5 枚を見せます。 カードを閉じるとき、 下に

ブレーク上の相手のカードをアディションします。

デックをテーブルに置きます。 カードを図 1 のように縦に

ずらしますが、 この段階では相手のカードはいちばん上

のカードの下にあります。

左小指で相手のカードをプルダウンし、 図 2 のように左

手をカードの列にそって下にずらし、 相手のカードをいち

ばん下の 10 とアラインさせます。

1

2
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「あなたのカードを好きな位置から出現させます。 10 とＪの間でもいいですし、 ＪとＱ、 ＱとＫ、 ＫとＡ

の間でもかまいません。 どのカードとどのカードの間にしましょうか」 とたずね、 相手に指定させ

ます。 このセリフ中で、 カードの名前を言うとき、 その位置を指さしながら言います。

ＪとＱの間が指定されたとします。「それでは」と言いつつ、

図 3 のようにＪとＱの間でカードを分け、 「これら 2 枚の間

に出現させます」 と言って、 またカードをもとの位置に戻

します。 そのとき、 右手のカードは相手のカードの上に

入れるのではなく、 下に置くのです。 相手のカードはすで

に指定された 2 枚のカードの間に入りました。

カードをいったん閉じ、 魔法をかけます。 それからカードを両手の間に広げて、 相手が指定した 2

枚の間に裏向きのカードが現れたのを見せます。 相手のカードを名乗らせてから、 そのカードを

抜き出して表を見せます。

思ったカードのサンドイッチ

= 加藤英夫、 2000 年 12 月 24 日 =

* 方　法 *

相手に 4 枚のカードを抜かせ、その中から 1 枚のカードをおぼえさせます。 4 枚を返してもらい、トッ

プにコントロールします。

表を自分に向けて両手の間に広げて、 トップの 4 枚をグリンプスして数の順を記憶しつつ、 それら

に含まれない数の同数同色の絵札を 2 枚アップジョグします。

アップジョグさせたままカードを裏向きにして、 アップジョグカードを抜いて表向きにトップにのせま

す。 2 枚のＪを使うこととします。 2 枚のＪを広げますが、 下の 4 枚も広げます。 「この 2 枚のＪで

あなたが心の中で選んだカードを見つけます。 あなたのカードは何でしたか」 と言います。 相手

のカードが裏向きのカードの 4 枚目であるとしたら、 2 枚のＪをそろえるときに、 下に 3 枚の裏向き

のカードをアディションし、 相手のカードの上にブレークを作ります。

上のＪをデックの上に引いて取り、 すぐ右手のカードをブレークの下に入れてカードをそろえます。

これで表向きのＪの間に相手のカードがはさまりました。 魔法をかけてから結果を見せます。

相手のカードが裏向きの 2 枚目と 3 枚目にある場合は、 同様のハンドリングで行えますが、 1 枚

目にある場合は、 たんにそのカードをアディションして、 上のＪを引いて取り、 その上に 2 枚を重

ねてサンドイッチとします。

3
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プロセスサンドイッチ

= 加藤英夫、 2002 年 9 月 22 日発案、 2012 年 6 月 1 日完成 =

2002 年 9 月 22 日の " カードマジック研究日記 " につぎのように書かれています。 日記なの

で文体もいまとは違います。

16 枚のカードを使うが、 それらのボトムカードとボトムから 3 枚目を黒いＪとしておく。 トップから 2

枚ずつディールしていき、 好きなところでストップする ｡ そしてディールされたカードのトップカード

をのぞいて記憶する。 そのカードの上に手に残っているカードを重ねる。

カード全体を取り上げて、 ダブルカットでトップの 1 枚をボトムにまわす。 それからトップから 2 枚

ディールして、 最後まで 2 枚ずつディールする。 それからカードを表向きに広げて見よう。 記憶し

たカードは 2 枚のＪの間にはさまっているはずだ。 この原理はいままで書かれているのを読んだこ

とがないので、 私が考えものだと思っている。

人にやって見せるときは、 相手に 2 枚ずつカードをディールさせるが、 そのときあなたは後向きに

なっている。 そしてあらかじめ潜んでいた 2 人の探偵が犯人を捕まえたとして結果を見せる。

以上は原理を記述しただけのものであり、 これを作品としてまとめるには、 かなりの磨き上げが必

要になるはず。 磨き上げどころか、 2 枚ずつディールすることに対して理由づけしなければ、 実演

価値のあるものとはならないだろう。

以上が原案を思いついたときの記述です。 原文をいっさい変えずに再録いたしました。 以

下は 2012 年 6 月 1 日に書いたものです。

先に小さい方の問題点を解決しておきましょう。 それはダブルカットでトップの 1 枚をボトムに

まわすことです。 これは奇数枚を使うことによって不要になります。 17 枚のカードで同様に

行えば、 相手の操作後に 2 枚ずつのディールを行えば、 それで選ばれたカードはＪの間に

はさまります。

さて 2 枚ディールの問題です。 ここが加藤英夫の長年の経験の見せ所です。 2 枚ディール

する理由付けとしては、 その 2 枚が双子のカード、 すなわちマッチングペアであればよいの

です。 以下の解説を読んでいただければその意味がおわかりいただけるはずです。

* 方　法 *

「カード 1 組の中に 26 組の双子がいます」 と言って、 表を上に向けてデックを両手の間に広げて

いき、 最初に見つかった黒い絵札がフェースにくるようにカットします。 それがクラブのＱであると

して説明します。
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カードを広げ続け、 赤いＡから７までの数が見えたらそれを抜いて、 テーブルに表向きに置きます。

ばらばらに離して置きます。 すでに置かれているのと同じ数のカードが出たら、 先に置いたその

数のカードの上に少しずらして置きます。 そのようにしてＡから７までのペアを抜き出します。 なお

最初にある数がペアになったとき、 「双子とは、 このように同じ色で同じ数のカードのことです」 と

説明します。

「つぎに特別なペアを使います」 と言いながら、 こんどはカードを立てて表を自分に向けて広げて

いき、 まず適当な 1 枚をフェースに置き、 つぎに最初にフェースに置いた絵札のペアの相手、 こ

の例ではスペードのＱを見つけて、 フェースに置きます。 そしフェースの 2 枚を取る振りをして、 3

枚をそろえて右手に取り、 左手でデックをわきに置きます。

右手の 3 枚の表を上に向けて、 下のＱを左に引いて 2 枚のＱが見えるようにして、 「この 2 枚の

Ｑは双子の女性探偵なんです」 と言います。 それらをそろえてテーブル上のどれかのペアにのせ

て、 それらを取り上げて、 つぎつぎと他のペアの上に重ねて取り上げていき、 全部集めます。

全体を裏向きにします。 「私が後ろを向いているときにやってもらうことを説明します。 このように 2 枚

ずつ置いていって、 適当な双子を置いたところでストップしてください。 1 組目から 7 組目のどこでス

トップしてもかまいません」 と言いますが、 「このように 2 枚ずつ置いていって」 と言うときは、 トッ

プから 2 枚ずつ 3 組目まで置きながら言います。 テーブルに置いたカードを取って、 左手のカード

の上に重ねます。

「ストップしたあとのことはまた説明しますので、 まずストップするところまでやってください」 と言っ

て、 パケットを相手に渡し、 後向きになり、 説明したことをやってもらいます。

相手がストップしたら、 「いま最後に置いた、 テーブル上のいちばん上の 1 枚を取って、 表を見な

いであなたの胸ポケットに入れてください。入れましたか。そうしたら左手に残っているカードをテー

ブル上のカードの上に重ねてください」 と言います。

前に向き直ります。 カードを取り上げて、 「このようにカードを 2 枚ずつ置いていきます。 そうする

とあなたが隠したカードが見つかります ｣ と言いますが、 上から 2 枚ずつテーブルにディールしな

がら言います。 7 組目まで置いたら、 残りの 2 枚は 1 枚のごとく置きます。

カードを取り上げて、 表を自分に向けて広げていくと、 Ｑ

の間に 1 枚はさまっていて、 その手前に 1 枚だけエクス

トラのカードがあります。 そのエクストラカードの左サイド

にぎりぎりに左親指の先を当てて、 図 1、

1
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右手でつかんでいるカードを左にずらすと、 図 2 のように

エクストラカードが隠れます。その動きは図 2 のようにカー

ドが垂直になっているときにやるのではなく、 両手を前に

倒して、 表を上に向けながらやります。

カードの表が上を向いたら、 サンドイッチ部分を図 3 のよ

うに広く広げます。

そして 「探偵が 1 人を見つけました」 と言いながら、 サンドイッチの 3 枚を抜いてテーブルに置き

ます。 これがダイヤの４ですから、 隠されたのはハートの４です」 と言って、 相手のポケットに入っ

ているカードを出してもらいます。

目撃証言

= 加藤英夫、 2002 年 9 月 25 日 =

前述の ' プロセスサンドイッチ ' では、 相手がディールをストップするのが、 偶数枚目である

ことが必要なので、 双子の演出を利用して、 2 枚ずつディールさせています。

こちらの作品は同じ原理を使っていますが、 1 枚ずつディールさせて、 奇数枚置かれてストッ

プされたか、 偶数枚置かれてストップされたかを認知するアイデアを取り入れて、 奇数か偶

数によってそのあとのハンドリングで調整しています。

* 方　法 *

「このマジックには 2 人の刑事が登場します。 まずその 2 枚のカードを抜き出します」 と言って、

黒いＪを 2 枚抜き出して表向きにテーブルに置きます。

「そしてとても悪人が多く住んでいる町があります。 悪人を 18 人選びます」 と言って、 カードを両

手の間に表向きに広げていき、 赤から始めて赤いカードと黒いカードを交互にアップジョグしてい

きます。 なるべく交互に出していることを気づかれたくないので、 スピーディにやることと、 まとめ

て出せる部分は固まりごとアップジョグするようにします。 18 枚を抜き取って裏向きにし、 他のカー

2

3
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ドはわきに置きます。

「2 枚のＪがこの町の中に張り込みを行いました。 張り込んだ場所がわからないように後ろでやりま

す」 と言って、 18 枚のパケットを持った左手と、 2 枚のＪを表を上にして持った右手を背後に運び

ます。

Ｊをボトムから 1 枚目と 3 枚目に入れます。 そしてカードを前に出します。 「あなたに犯人を決めても

らいます。 このようにカードを置いていってください」 と言いながら、 5 枚のカードを置きます。 「好

きなところでストップして、 最後に置いたカードをのぞいておぼえます」 と言って、 最後にディール

されたカードをのぞいて見る振りをします。 「そうしたらこのカードを戻し、 上に残りのカードを重ね

てください」 と言って、 残りのカードをテーブルのカードに重ねる真似をしますが、 すぐに左手に戻

し、 そしてテーブルのカードを取り上げて左手のカードの上に重ねます。

「それではやってもらいますが、 あまり少なくても多くてもつまらないですから、 5 から 15 の数を心

の中で決めて、 その枚数を置いてストップしてください」 と説明して、 あなたは後向きになり、 説

明したことをやってもらいます。 終わったらカード全体を背後に伸ばした左手に渡してもらいます。

前に向き直り 「これから 2 人の刑事が犯人を捕まえるのですが、 捕まえるには目撃者の証言が

必要です。 あなたのおぼえたカード、 すなわち犯人は赤い服を着ていましたか、 それとも黒い服

を着ていましたか」 とたずね。 意味がわからないようなら 「おぼえたカードの色は赤でしたか、 そ

れとも黒でしたか」 とたずね直します。

黒と言われたら、 背後で上から 2 枚のカードを順番を変えずに右手に取ります。 順番を変えずに

取るというのは、 2 枚をいっしょに取るということです。 １枚ずつ 2 枚を取ると、 1 枚目の方が 2 枚

目よりも下になってしまいます。 そのあと 2 枚ずつ取って右手のカードの上に重ねていきます。 す

べてのカードを右手に取ったら前に出します。

犯人のカードが赤だと言われたら、 最初は 1 枚のカードを右手に取り、 そのあと 2 枚ずつ取って

いきます。

すべてのカードを右手に取ったら、そろえて前に出します。 犯人のカードが何であったかをたずね、

「そのカードが捕まったかどうか見てみましょう」 と言って、 カードを表向きにリボンスプレッドして、

サンドイッチ部分を広く広げ、 「見事に犯人が捕まりました」 と言って終わります。

* 備　考 *

' プロセスサンドイッチ ' は、 サンドイッチカードを表向きで裏向きのデックに入れることはでき

ませんが、 このトリックでは 2 枚ずつディールの操作を背後で行うことにすれば、 サンドイッ

チカードを裏向きのデックの中に表向きに入れて演ずることもできます。
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忍者警官

= 加藤英夫、 2002 年 5 月 30 日 =

サンドイッチカードがいったん見えなくなって、 また現れてサンドイッチ状態となる、 という現

象です。

* 方　法 *

2 枚の黒いＪを抜き出して、 「この 2 枚は警官ですが、 姿を隠すのがうまいので、 忍者警官と呼ば

れています」 と説明します。 それらを表向きにデックのトップに置いて、下の裏向きの 1 枚をアディ

ションし、 上の 1 枚をデックの上に引いて取り、 その上に残りの 2 枚を重ね、 結果としてＪ、 Ｘ、 Ｊ

として、 それらをテーブルに置きます。

犯人のカードを相手に決めてもらうと言って、 相手に 1 枚のカードを選ばせ、 いったんボトムにコ

ントロールし、 カットしてボトムから 3 分の 1 ぐらいに運びますが、 相手のカードの下にブレークを

作ります。

「2 人の警官は街の中に入っていきました」 と言って、 Ｊを取ってデックのトップに置き、 ブレーク

から分けてスリップカットします。続けてトップの 4 分の 1 をカットしてボトムにまわします。そしてデッ

クをテーブルに置きます。

デックの中央でカットして、 上半分を広げて中央に 1 枚のＪがあるのを見せます。 「1 人の警官は

こちらの区域を探すことにしました」 と言って、 カードを閉じつつ、 Ｊの上のカードの上にブレーク

を作り、 ブレークよりダブルカットします。 Ｊはトップから 2 枚目にきます。 テーブルに置きます。

他方のパケットを取り上げて、 広げて中央にＪがあるのを見せます。 「もう 1 人の警官はこちらの

区域を探すことにしましたし」 と言って、 カードを閉じるときにそのＪの下にブレークを作り、 ブレー

クよりダブルカットします。 Ｊがボトムにきます。 このパケットを他方のバケットの左に置きます。

右のパケットを左のパケットに重ねて、 デックを取り上げます。 「2 人の警官は、 誰にも見られない

ように、 ここで姿を隠します」 と言いながら、 ボトムにある表向きのＪを左指先で右にずらします。

ずれた部分は右手の陰に隠れています。

デックをリボンスプレッドしますが、 トップの 2 枚は広げないようにします。 そうすると表向きに入っ

ているはずのＪが消えたように見えます。 「ほら、 どこに警官がいるかわかりません」 と言います。

カードを閉じ、 魔法の動作としてリフルパスを行います。 そしてリボンスプレッドします。 中央にサ

ンドイット状態の 3 枚が現れます。 「警官は 1 人の男を捕まえました。 あなたが選んだカードは何

でしたか ｣ とたずね、サンドイッチ状態のカードを抜き出し、はさまれているカードの表を見せます。
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パストラミサンドイッチ

= 加藤英夫、 2002 年 5 月 4 日 =

ニューヨークのデリカテッセンでは、 パストラミサンドイッチが美味しいときいて、 朝食で注文

したところ、 周りの人たちが私の方に視線を向け、 ウェイトレスは 「できるかどうかきいてくる」

と言って厨房に向いました。 おかしいなと思って待っていると、 ものすごく厚いサンドイッチ

が出てきました。 肉の厚さだけで５cm は越えていました。 どうやらこのサンドイッチは朝食で

はなく、 昼食で食べるものだったようです。 がんばって全部食べました。

これから説明するサンドイッチトリックは、 最初に１枚のＡがはさまり、 はさまった状態でいった

んカードを閉じます。 そしてふたたび広げると、何と４枚のＡが挟まっているという、サンドイッ

チの増加現象なのです。 ニューヨークのちょっと恥ずかしい思い出から名前をつけました。

* 方　法 *

デックのトップに 4 枚のＡがある状態まで進めます。 初めからセットしておいてもいいですし、 ばら

ばらに入れたものを集めてもいいですし、 「サンドイッチを作るのに材料を用意します」 と言って、

どうどうと集めてもかまいません。

「サンドイッチを作るのに使うパンを何にするか、 あなたに決めていただきます。 Ｊ、 Ｑ、 Ｋのどれ

を使いましょうか。 色は赤がいいですか、 それとも黒にしますか」 と言って、 相手に決めさせます。

黒いＫを使うことにします。

表を自分に向けて広げ、 黒いＫをアップジョグし、 カードを閉じて裏向きにします。 アップジョグされ

た 2 枚のＫを抜いて表向きにトップにのせますが、下に 1 枚のＡをアディションします。 そしてフェー

スのＫを引いて取り、その上に残りの 2 枚を重ねます。 それらをデックのトップに置き、デックをカッ

トします。

魔法をかけてから、 カードを両手の間に広げて、 2 枚のＫの間に 1 枚の裏向きのカードがはさまった

のを見せます。 「ほらサンドイッチができました」 と言います。 それら 3 枚をアップジョグさせ、 それら

の下の 3 枚のＡの下にブレークを作りながらカードを閉じます。

アップジョグされた 3 枚をファン状に広げ、「何のサンドイッ

チができたか見てみましょう」 と言って、 まん中のカード

を抜いて表を見せます。 それを裏向きにしてテーブルに

置きます。 ブレークの下に右手の指先を入れて、 図 1 の

ように分けます。

1



108

1 枚のＫを左手のカードのトップ、 1 枚のＫを右手のカードのボトムに取ったように見えますが、 右

手のＫの下には 3 枚のＡがあります。

カードをもとのように重ねます。 そしてテーブルから裏向きのカードを取り、 2 枚のＫの間に入れま

す。 そしてそれらをデックの中に押し込みます。

とても厚いサンドイッチがあることを話をしてから、 いまできているサンドイッチを、 厚いサンドイッ

チに変えてみせると告げ、 カードに魔法をかけます。 カードを広げて表向きのＫの間に 4 枚の裏

向きのカードがはさまっているのを見せます。 間の 4 枚を抜いてテーブルに置きます。 表向きのＫ

は裏返してトップに置きます。 テーブルの 4 枚を表向きにして、 4 枚のＡであることを見せます。

超瞬間サンドイッチ

= 加藤英夫、 2002 年 9 月 21 日 =

* 方　法 *

2 枚の黒いＪ抜き出して、 「この 2 枚の黒いＪは探偵の働きをします。 彼らは町の中に隠れます ｣

と言って、 表向きに裏向きのデックの中に入れ、 ダブルカットによっていったんボトムに運びます。 そ

れからボトムの 1 枚のＪをボトムコップして、 同時に上から 3 分の 2 ぐらいをスウィヴルカットして

左手に渡します。そして下の 3 分の 1 ぐらいを上にまわしてそろえます。間にブレークを保持します。

以上でトップから 3 分の 1 ぐらいに 1 枚のＪがあり、 もう 1 枚のＪはボトムにあります。

カードを広げていき、 ブレークの近くにきたらスピードを落とし、 ブレークの上の表向きのＪをスライ

ドアウトします。 そして 「このように広げてきますから、好きな１枚を指さしてください」 と言います。

指さされたカードの右下を右手でつかみますが、 図 1 の

点線の位置で表向きのＪが指さされたカードの上に乗るよ

うにします。

そして右手のカードを上げて指さされたカードをアップジョ

グさせたら、 左手の指先を使って、 ボトムのＪを思い切り

図 2 の点線の位置まで、押し出します。 その動作をカバー

するために、 「このカードをおぼえていただきます」 と言

います。

1

2
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そしてカードを閉じます。 図 3。 右にずれているＪ はアッ

プジョグカードの下にすべり込ませます。 左手を上げて、

アップジョグカードの表を相手に見せて、 おぼえてもらい

ます。 アップジョグカードを押し込みます。

すでに選ばれたカードは表向きのＪの間にはさまっていますから、 結果を現します。

*　追　記 *　(2014 年 4 月 15 日 )

2 枚のＪをボトムとトップから 3 分の 1 ぐらいに配置するのに、 上記のやり方は煩雑な操作で

すので、 つぎのようにやるとよいでしょう。

1 枚のＪを入れてボトムにダブルカットして、 もう 1 枚のＪをボトムから 3 分の 1 ぐらいに入れて、

その下にブレークを作り、 ブレークからカットして上にまわし、 まわしたカードの下にブレークを作り

ます。

3
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